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未来共創推進戦略の推進・周知 

序章 令和８年度に当たって 

(１)はじめに 

第７次八戸市総合計画の将来都市像「ひと・産業・文化が輝く北の創造都市」を着実か

つ速やかに実現していくためには、総合的なまちづくりの推進とあわせて、地域資源の

積極的な活用と行財政資源の最適な配分を図ることにより、５年間の計画期間における

各年度のまちづくりの成果を最大限に高めていく必要があります。 

そのためには、地域の現状や当市を取り巻く社会情勢を的確に把握し、そこから顕在

化する喫緊の重要課題や未来を創造するための重要課題の解決に向けた取組に予算等を

重点的に投入するとともに、その取組を市民に分かりやすく伝え、市政に対する理解と

共感を得ながら市民と共にまちづくりを進めていくことが重要となります。 

このようなことから、長期的かつ全体的な展望の下、令和８(2026)年度において、市民

と共に八戸の未来を創るまちづくり戦略として「未来共創推進戦略 2026」(以下、「推進

戦略」という。)を策定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)章構成 

推進戦略は、第１章「令和８年度市政運営の考え方」、第２章「令和７年 12月８日発生

の青森県東方沖地震への対応について」第３章「令和８年度における重要課題」、第４章

「９つの戦略の推進」、第５章「今後の見通しと対応」で構成しています。 

第１章「令和８年度市政運営の考え方」  

令和８(2026)年度における当市の市政運営の考え方について記載しています。 

第２章「令和７年 12月８日発生の青森県東方沖地震への対応について」 

令和７(2025)年 12月８日発生の青森県東方沖地震への対応について記載しています。 

第３章「令和８年度における重要課題」 

令和８(2026)年度の市政運営における重要課題について記載しています。 

第４章「９つの戦略の推進」 

令和８(2026)年度において、当市が重点的に取り組む「９つの戦略」について記載し

ています。 

第５章「今後の見通しと対応」 

第７次八戸市総合計画の計画期間における令和８(2026)年度以降の見通しと対応 

について記載しています。  

効率的かつ集
中的に配分

資産

予算
人材
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第１章 令和８年度市政運営の考え方 

八戸市は、これまで幾多の困難を先人のたゆみない努力によって乗り越え、今日のまちの

基礎を築き、北東北を代表する都市へと発展してきました。 

近年の地方を取り巻く環境は、人口減少や少子高齢化の進行、デジタルトランスフォーメ

ーション(DX)やグリーントランスフォーメーション(GX)の進展、物価高騰や人手不足への対

応など、多岐にわたる課題が山積しており、当市においても、これらの課題に即した柔軟か

つ適時適切な対応が求められています。 

こうした中、昨年 12月に発生した青森県東方沖を震源とする最大震度６強の地震では、市

内の住家や事業所、インフラなどが甚大な被害を受け、市民生活や地域経済に今なお影響が

及んでいることから、長引く物価高騰への対応と、地震の被害を受けた市民や事業者への支

援を市政の柱に据え、誰もが安心して暮らせる日常を、１日でも早く取り戻すことを最優先

に取り組む必要があります。 

また、当市が持続的に発展し続けるためには、地域の活力を生み出し、未来を担う原動力

となる若者が、自らの可能性を発揮しながら活躍できるまちづくりを進めることにより、地

元への定着と回帰を促進するとともに、UIJターンや関係人口の創出を推進し、若者が集い、

交流できる環境を整えることが重要です。 

あわせて、産業都市として発展してきた当市がさらなる飛躍を遂げるためには、当市経済

の中核を担う中小企業等の特性や強みを活かし、経営力の強化や雇用環境の改善に対する支

援に取り組むとともに、水揚げ数量の減少や担い手不足などの課題を抱えている農林水産業

への支援を図ることで、当市経済の持続的発展を強力に推し進めていく必要があります。 

さらに、時々刻々と変化する社会の動きに的確に対応し、当市の明るい未来を切り拓いて

いくため、当市ならではの豊かな食や自然、スポーツ・文化を活かした魅力あるまちづくり

やグリーン社会の実現、災害や危機に強い安全安心で人にやさしいまちづくり、こどもの健

やかな成長と豊かな学びへの対応、年齢や性別、障がいの有無などに関わらず誰もが活躍で

きる社会の実現、市民力を活かした活力創出と市民目線による住みよいまちづくり、市民サ

ービスの向上と行財政運営の効率化に向けた対応といった、重要課題の解決に向けた取組を

着実に進めていく必要があります。 

一方、財政面では、高齢化に伴う社会保障関係費の増大や、資機材や人件費等の高騰によ

る影響のほか、不安定化する国際情勢などの懸念材料により、市税収入の確保は依然として

見通しづらい状況となっており、引き続き、厳しい財政環境が予想されます。 

令和８(2026)年度は、こうした重要課題が山積する中にあっても、将来にわたって持続可

能な社会を実現していくため、第７次八戸市総合計画と各分野における個別計画に基づき計

画的な市政運営を着実に推進していくとともに、総合計画の６つの政策の枠を超えた政策間

連携の相乗効果を発揮させながら、各種取組を戦略的に展開することで、まちづくりの成果

を最大限に高めてまいります。 

また、戦略に基づく事業の推進に当たっては、市民との対話を重ね、市政への理解と共感

をより一層重視しながら、限りある行財政資源の有効活用を図るとともに、新たな課題が顕

在化した際には、速やかに対策を講じ、いかなる状況下においても、安全安心な市民生活を

確保し、地域経済の停滞を招くことのないよう、柔軟な市政運営に努めてまいります。 
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第２章 令和７年 12月８日発生の青森県東方沖地震への対応について 

１  青森県東方沖を震源とする地震の発生 

令和７(2025)年 12月８日、青森県東方沖を震源とする震度６強の地震が発生し、JR八

戸線の全線運休や NTT東日本の鉄塔倒壊の恐れによる国道 45号線の通行止めによる交通

インフラ、また多くの住家や事業所、公共施設等の被害に加え、港湾施設にも甚大な被害

が生じるなど、市民生活や事業活動に重大な影響を及ぼしました。 

長引く物価高騰の影響を受けてきた市民や事業者のうち、今回の地震によりさらに厳

しい状況となっている方々の日常を１日でも早く取り戻すため、国や県等と連携した支

援の充実を図ることで、市民の生活支援と、事業者の事業再開や経営の安定化を図る必

要があります。 

あわせて、復旧が完了していない施設についても、国や県との連携により、本格復旧に

向けた動きを加速させるとともに、市民への情報提供を速やかに行いながら、市民生活

の安定と地域経済の回復を一体的かつ着実に進めていく必要があります。 

 

２  震災からの復旧、復興に向けた取組の実現 

青森県東方沖地震からの復旧、復興の早期実現を図り、市民一人ひとりが安心して暮

らし、また事業者が意欲を持って事業活動ができる環境を再構築できるよう、震災から

の復旧、復興を図るプロジェクトを展開します。 

 

◆ 震災復興推進プロジェクト ◆ 

   

 

 

 

 

[震災復興推進パッケージ] 

• 【新】被災者有料証明書発行手数料等減免事業    政策推進課 

• 【新】家計応援商品券配付事業             商工課 

• 【新】中小企業被災資産復旧事業            商工課 

• 【新】青森県経営安定化サポート資金(災害枠)信用保証料補助事業 

商工課 

• 【新】食のまち・八戸応援食事券事業          観光課 

• 【新】食のまち・八戸満喫宿泊キャンペーン事業     観光課 

• 【新】災害廃棄物処理事業             環境政策課 

                         清掃事務所 

 

 

 

 

被災者一人ひとりに寄り添った生活再建への支援と、地域経済や事業活動

の回復、公共施設等の復旧を一体的に進め、震災からの着実な復旧、復興を

図ります。 

未 来 共 創 

推 進 戦 略 

２ ０ ２ ６ 
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第３章 令和８年度における重要課題 

【重要課題１】次代を担う若者の流出抑制と移住促進に向けた対応 

   人口減少、少子高齢化が全国的に進行する中、当市においても、若年層を中心に転出超

過が続いており、特に女性の転出割合が高い傾向にあります。 

人口減少下にあっても、当市が活力と魅力にあふれるまちとして、今後も持続的に発

展していくためには、進学や就職といった人生の節目を迎える若者一人ひとりが、当市

で学び、働き、暮らすことに対する可能性を見出し、地域に対する誇りと愛着の醸成を図

るとともに、自らの持つ可能性を最大限に発揮し、自己実現が可能となるまちづくりを

推進する必要があります。 

また、地方での暮らしや二地域居住等の新たなライフスタイルに関心を持つ若者が増

加する中、当市ならではの魅力や強みを効果的に発信し、移住に伴う経済的負担の軽減、

雇用や子育て環境などの各段階に応じた支援を展開することで、当市への移住を促進す

るとともに、様々な形で継続的に当市に関わる関係人口を創出し、将来的な定住に繋が

る取組の強化を図る必要があります。 

 

【重要課題２】地域経済の更なる活性化に向けた対応 

当市の企業の大部分を占める中小企業や小規模企業の多くは、長引く物価・燃料高騰

に加え、昨今の人手不足と人件費の高騰等の影響により、依然として厳しい経営環境に

あります。 

これらの企業は、当市の地域経済に活力をもたらす原動力であり、人口減少下にあっ

ても地域経済の持続的な発展を図るためには、中小企業の経営力強化や生産性の向上の

ほか、新たな付加価値の創出などを促進する必要があります。 

また、さらなる経済活性化と地域企業のイノベーションを促進するため、成長を志向

する企業や挑戦する企業が地域経済をけん引する中心的な担い手となるための取組を多

面的に支援するとともに、八戸北インター第２工業団地の分譲と整備を着実に進め、当

市の優位性を活かした企業誘致を戦略的に進める必要があります。 

あわせて、円滑な事業承継や新たな創業を促進することは、地域経済の活力の維持・向

上にもつながることから、事業承継や創業を効果的に支援し、企業の経営基盤強化を図

る必要があります。 

一方、水産業は八戸港の主力魚種であるサバやイワシの不漁により、令和７(2025)年

の水揚げ数量は 1946年以降最低となる２万３千トンにとどまるなど、依然として厳しい

状況にあります。 

また、農業・畜産業についても、高齢化や担い手不足等の構造的課題を抱えています。 

こうした当市の農林水産業の現状を打破するため、農畜水産物のブランド化やつくり

育てる漁業の成長産業化に取り組むとともに、担い手の確保や農地の集積・集約化など、

農林水産業の持続的発展に向けた取組を推進する必要があります。 
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【重要課題３】賑わい創出と活力あふれるまちの実現に向けた対応 

当市が観光客や移住希望者から「選ばれるまち」となることは、当市経済の活性化や賑

わい創出のほか、交流人口の拡大、シビックプライドの醸成等につながることが期待さ

れることから、令和７(2025)年に策定した「ハマる、ハチノヘ。」観光振興プランに基づ

き、当市ならではの豊かな食や自然、歴史等の観光資源を活かした観光地域づくりや国

内外への情報発信、シティプロモーションを強化し、「訪れたい」「また来たい」と思える

取組を強力に進める必要があります。 

さらには、当市のまちづくりを進める上で中心市街地は、商業機能をはじめ、文化、

スポーツなど都市機能の中核を担う拠点が集積する重要性が高いエリアであることから

引き続き魅力の向上と活性化に取り組み、「第４期八戸市中心市街地活性化基本計画」

が掲げる「ひとが主役」のまちづくりを推進する必要があります。 

具体的には、中心市街地の文化施設やスポーツ施設と商業機能との連携推進や令和８

(2026)年に開業する民間再開発複合施設等との効果的な連携を図ることで、新たな人の

流れや賑わいを創出するとともに、周辺の道路整備や本八戸駅のバリアフリー化等を一

体的に進め、多くの人が集う拠点となる仕組みづくりを推進していく必要があります。 

また、「氷都八戸」を象徴する長根屋内スケート場への国際大会誘致や、プロサッカ

ーＪ２リーグに昇格した「ヴァンラーレ八戸 FC」を含む４つのプロスポーツチームとの

連携、さらには、令和８(2026)年度に青森県では 49年ぶりの開催となる国民スポーツ

大会の開催などを当市の活力創出の原動力と捉え、スポーツを活かした魅力の創出を一

層推進していく必要があります。 

 

 

【重要課題４】持続可能な社会の実現に向けた対応 

2050年カーボンニュートラルの達成が社会的要請となる中、産業都市である当市は大

きな転換期を迎えています。 

脱炭素社会への移行を経済成長の機会と捉え、地域企業のエネルギー転換や再エネ設

備の導入等による脱炭素化の促進を図るほか、脱炭素と経済成長を両立させた長期的な

視点に立った脱炭素成長型の産業構造への移行を推進することで、産業の競争力を高め

るとともに、経済・社会・環境のバランスの取れたグリーン社会の実現に向けた具体的

かつ効果的な取組を進める必要があります。 

また、地域住民の重要な移動手段である路線バスや鉄道などの公共交通は、人口減少

や少子化による利用者の減少に加え、急速に深刻さを増している運転手不足により、当

市においても維持・確保が困難な状況となっています。 

そのため、公共交通機関の利用促進や交通事業者に対する各種支援策を実施するとと

もに、今後増加が見込まれる交通不便地域での多様な交通手段を組み合わせた効率的な

交通ネットワークを構築していく必要があります。 
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【重要課題５】安全安心で暮らしやすいまちの実現に向けた対応 

令和７(2025)年 12月に発生した青森県東方沖を震源とする地震を受け、改めて大規模

災害の発生を前提とした平時からの防災・減災対策の一層の強化と、災害に強いまちづ

くりの推進が求められています。 

そのため、地震や津波などの複合的な災害を想定した避難体制や情報伝達のあり方を

検証し、防災対策を強化するとともに、自助・共助・公助の役割の一層の浸透を図ること

で、平時から市民一人ひとりの防災意識を高め、地域が一体となって主体的に実施する

自主防災組織や地域防災リーダーの育成を推進する必要があります。 

また近年、クマやイノシシ等の出没が増加していることから、生息環境の管理強化や

迅速な注意喚起に加え、令和７(2025)年 12月に策定した「八戸市緊急銃猟対応マニュア

ル」に基づく対応など、市民の生命と身体の安全を確保する総合的な対策を講ずるほか、

高齢者を中心に被害が増加している特殊詐欺被害等の未然防止に向けた啓発を図るなど、

誰もが安心して暮らせる地域づくりを進めていく必要があります。 

さらに高齢化の加速により、ますます高まる介護・医療に関する多様なニーズに適切

に対応していくため、介護・医療分野におけるデジタル技術の活用促進による効率化や

人材確保に向けた取組を強化し、将来を見据えた介護・医療サービスの提供体制の充実

を図るとともに、障がいの有無や世代に関わらず包括的に支える体制づくりを進める必

要があります。 

 

【重要課題６】こどもの健やかな成長と豊かな学びへの対応 

国が令和５(2023)年４月にこども政策を総合的に推進することを目的に「こども基本

法」を施行したのを受け、県では令和７(2025)年３月に、こども施策の方向性や目標を

定めた「青森県こども計画」を策定しました。 

当市においても「こどもは共に社会をつくるパートナー」との考えの下、こどもファ

ーストの取組のさらなる推進を図るため、令和８(2026)年３月に策定した「八戸市こど

も計画」に基づき、「こども」や「子育て」に関する施策を総合的かつ計画的に展開す

るとともに、国や県との連携を深め、全てのこどもたちが将来にわたって幸せな生活を

送ることができる社会の実現を目指していくこととしております。 

そのため、多様な学習機会や体験機会の創出により、当市の豊かな文化、芸術、歴史

に触れることでこどもたちの人間性や創造性を育むとともに、当市に対する愛着醸成を

図るほか、こどもの居場所の充実やこどもの意見の積極的な施策反映など、こどもの目

線に立った取組を推進していく必要があります。 

また、地域全体でこどもの成長を見守り、支える社会を実現していくため、子ども医

療費の完全無償化や学校給食の無償化等の子育て世帯への経済的支援を継続するととも

に、妊娠期から子育て期の切れ目のない寄り添い支援や子育て関連情報をわかりやすく

届ける発信のほか、保育に係る環境整備や地域とともにある学校づくり、こどもを支え

る団体等と連携したこどもの居場所づくりに取り組むことにより、全てのこどもたちが

将来に希望をもって健やかに成長できるよう地域が一体となった子育て環境の充実を図

る必要があります。 
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【重要課題７】誰もが活躍できる社会の実現に向けた対応 

誰もが互いの生活や文化、習慣などを尊重し合いながら安心して暮らせる共生社会を

実現するためには、年齢や性別、障がいの有無、国籍に関わりなく、自分らしく暮らすこ

とができる地域社会を構築していくことが重要です。 

そのため、誰もが個性や能力を活かし、地域社会の中で自分らしく活躍できるよう、シ

ニア世代の活動の場や、障がい者の就労支援の充実を図るなど、多様な人材が活躍でき

る地域社会を形成していく必要があります。 

また、近年増加傾向にある外国人住民について、貴重な労働力としての役割だけでは

なく、地域社会の一員としての活躍が期待できることから、令和８(2026)年３月に策定

した「八戸市多文化共生推進プラン」に基づき、日本語教育支援や多文化共生の理念の普

及に取り組む必要があります。 

さらに、変化の激しい現代社会において、幅広い世代の学び直しの機会を確保するこ

とは、自身を成長させ、人生が豊かになることが期待されます。 

そのため、高齢者に対する学びの機会の創出やリスキリングの推進等を通じ、スキル

アップを図り、誰もが生涯にわたり活躍できる社会の実現に取り組む必要があります。 

 

【重要課題８】市民目線による住みよいまちづくりへの対応 

人口減少や少子高齢化に加え、地域課題が多様化・複雑化する中、活力にあふれた住み

よいまちを持続していくためには、行政のみならず市民、民間事業者が一体となった協

働のまちづくりを推進し、市民一人ひとりが持つ「市民力」を結集することが重要です。 

そのため、地域が持つ個性や特色を高める取組への支援や、協働のまちづくりへの理

解を推進するとともに、産学官が一体となって、それぞれの強みを活かしながら、地域課

題の解決や地域が求める人材の育成に取り組むことで、地域の活力創出を図る必要があ

ります。 

他方で、今後の人口減少社会を見据えたコンパクト＆ネットワークの都市構造の形成

に向けた取組を進めていくため、引き続き「八戸市立地適正化計画」に基づくエリアへの

都市機能や居住の集積を図るとともに、「八戸市空家等対策計画」に基づき、今後増加す

ることが予想される空き家の適正管理や官民連携による空き家解消策を強力に進める必

要があります。 

また、当地域の玄関口である駅の利便性や安全性の向上を図るため、八戸駅東口広場

の着実な整備を進めるほか、地域コミュニティ形成の核の一つである公園の適正な管理

と整備を進めることにより、地域の交流促進を図るなど、暮らしやすく居心地の良い市

街地の形成を図っていく必要があります。 
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【重要課題９】連携強化と行財政運営の効率化に向けた対応 

ライフスタイルや価値観の多様化により、行政サービスに対するニーズは日々変化し

続けており、こうした変化に適時適切に対応し、より質の高い行政サービスを提供する

ためには、行政のデジタル化の積極的な推進による行財政運営の効率化を図るととも

に、わかりやすい情報発信に取り組むことで、市民の市政に対する理解と共感を深め、

多様なニーズに応じた行政サービスの質の向上を図る必要があります。 

また、これまで進めてきた近隣自治体との広域連携における取組をさらに進めるなど

効率的かつ効果的な広域行政を推進する必要があります。 

さらには、今後も複雑化・高度化することが予想される諸課題に万全の備えをもって

対応するため、令和６(2024)年度に策定した第８次八戸市行財政改革大綱に基づき、事

務事業の大胆な見直しや大型公共施設の管理手法の検討、ふるさと寄附金の受入れ拡大

や未利用市有地等の利活用による自主財源の確保を図り、将来にわたって持続可能な行

財政運営に取り組むことができる体制を整える必要があります。 
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第４章 ９つの戦略の推進 

令和８(2026)年度においては、これまでに述べた市政運営上の重要課題を克服し、当

市の未来を創り上げていくため、以下の「９つの戦略」を推進します。 

また、各戦略については、「戦略」「プロジェクト」「重点事業」の３つの階層による

取組を推進し、課題解決を図るとともに、総合計画における３つの行動指針や６つの

政策の枠を超えて、政策間の相互の連携を図りながら、戦略的に取組を展開します。 

【戦略１】若者が活躍できるまちづくりの推進 

人口減少や少子高齢化に対応するため、若者の地元定着に向けた取組の充実を図

るとともに、当市の魅力を効果的に発信することで UIJターンの促進を図り、当市

の未来を切り拓く原動力となる若者が活躍できるプロジェクトを展開します。 

 

【戦略２】産業力を活かした経済活性化の推進 

産業都市八戸の地域特性を活かし、産業基盤の整備や経済活動の好循環による更

なる活性化を図るため、地域経済をけん引する企業の創出や中小企業の基盤強化、

創業支援を一体的に進めるとともに、農林水産業の振興に関するプロジェクトを展

開します。 

 

【戦略３】個性豊かな魅力あるまちづくりの推進 

当市が誇る観光資源を活かした特徴あるまちづくりを推進するとともに、当市の

「顔」である中心市街地の賑わい創出や、スポーツ・文化が有する力を活かした賑

わいの創出など、個性豊かな魅力あるまちづくりに関するプロジェクトを展開しま

す。 

 

【戦略４】次代へつなぐ持続可能な社会の実現 

グリーントランスフォーメーション(GX)の推進を図るため、未来を見据えた次世

代エネルギーの導入推進等を図るとともに、持続可能で利便性の高い公共交通機関

が運行される効率的な交通ネットワーク構築に関するプロジェクトを展開します。 

 

【戦略５】安全安心で人にやさしいまちづくりの推進 

自然災害や鳥獣被害、特殊詐欺等から市民の生命や財産を守るため、災害・危機

に強い安全な地域づくりや、医療・介護分野において、誰もが安心して暮らせるま

ちを実現するためのプロジェクトを展開します。 
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  【戦略６】未来を創るこどもファーストの推進 

「こどもの未来は社会の未来」の考えのもと、こどもたちの明るい未来を創出す

るため、こどもたちの様々な体験や学びを通して、未来を拓くこどもを育む取組を

進めるとともに、社会全体で子育てを応援するプロジェクトを展開します。 

 

【戦略７】多様な人々が活躍できる共生社会の実現 

高齢者、障がい者、外国人など多様な人々が活躍できる社会を実現するため、誰

もが活躍できる地域社会づくりと学びを通じた生涯活躍に関するプロジェクトを展

開します。 

 

【戦略８】市民と共に創る市民目線の地域づくりの推進 

市民一人ひとりの力を結集し、市民目線のまちづくりの推進による地域活力の創

出を図るとともに、住みよいまちを実現するため、暮らしやすい住環境づくりに関

するプロジェクトを展開します。 

 

【戦略９】連携と業務改革の推進による自治体ガバナンスの強化 

広域連携強化と業務改革を推進することにより、自治体のガバナンス(健全な管

理・運営体制)の強化を図り、行政サービスの質の向上と経営感覚を持った行財政改

革の推進に関するプロジェクトを展開します。 

 

図表１ 各戦略の展開のイメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度の市政運営における重要課題 

【 戦 略 】 

複数のプロジェクトで構成 

戦略的に展開し、課題解決を図る 

［プロジェクト］ 

複数の重点事業で構成 

重点事業 

重点事業 

重点事業 

［プロジェクト］ 

複数の重点事業で構成 

重点事業 

重点事業 

重点事業 
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図表２ 「総合計画」と「推進戦略」の関係性 
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重要課題５ 【戦略５】安全安心で人にやさしいまちづくりの推進 

重要課題１ 【戦略１】若者が活躍できるまちづくりの推進 

重要課題６ 【戦略６】未来を創るこどもファーストの推進 

重要課題４ 【戦略４】次代へつなぐ持続可能な社会の実現 

重要課題７ 【戦略７】多様な人々が活躍できる共生社会の実現 

重要課題８ 【戦略８】市民と共に創る市民目線の地域づくりの推進 

重要課題３ 【戦略３】個性豊かな魅力あるまちづくりの推進 

重要課題９ 【戦略９】連携と業務改革の推進による自治体ガバナンスの強化 

重要課題２ 【戦略２】産業力を活かした経済活性化の推進 
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図表３ 「総合計画」と「推進戦略」の関係性(その２) 
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戦略１ 若者が活躍できるまちづくりの推進        

１ 若者地元定着プロジェクト  ●    ● ● 

２ 若者移住・交流促進プロジェクト  ● ●   ● ● 

戦略２ 産業力を活かした経済活性化の推進        

１ 地域をけん引する成長企業支援プロジェ
クト 

  ●   ●  

２ 創業・事業継続を支える経営基盤強化プロ
ジェクト 

  ●   ●  

３ 持続可能な農林水産業振興プロジェクト   ●    ● 

戦略３ 個性豊かな魅力あるまちづくりの推進        

１ 知れば知るほどハマる、ハチノヘプロジェ
クト 

  ●   ● ● 

２ 中心市街地賑わい創出プロジェクト      ●  

３ スポーツ・文化が有する力を活かしたまち
の魅力創出プロジェクト 

 ● ●     

戦略４ 次代へつなぐ持続可能な社会の実現        

１ 未来を見据えたグリーン社会推進プロジ
ェクト 

●   ●    

２ 持続可能な公共交通形成プロジェクト ● ●  ●  ●  

戦略５ 安全安心で人にやさしいまちづくりの
推進 

 
      

１ 災害・危機に強い安全な地域づくり推進プ
ロジェクト 

   ●  ●  

２ 誰一人取り残さない温かい社会づくり推
進プロジェクト 

   ● ●   
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戦略６ 未来を創るこどもファーストの推進 
 

      

１ 未来を拓くこども育みプロジェクト  ●    ● ● 

２ みんなで子育て応援プロジェクト  ●     ● 

戦略７ 多様な人々が活躍できる共生社会の実
現 

 
      

１ 誰もが活躍できる地域社会づくり推進プ
ロジェクト 

  ●  ●   

２ 学びを通じた生涯活躍推進プロジェクト ● ●    ●  

戦略８ 市民と共に創る市民目線の地域づくり
の推進 

 
      

１ 市民力を活かした活力創出プロジェクト ● ●   ●   

２ 暮らしやすい住環境づくり推進プロジェ
クト 

●   ●  ●  

戦略９ 連携と業務改革の推進による自治体ガ
バナンスの強化 

 
      

１ 行政サービスの質の向上プロジェクト ● ●  ● ●   

２ 経営感覚を持った行財政改革推進プロジ
ェクト 

●       

 

■「こども」・「子ども」・「子供」の表記について 

本計画では、こども家庭庁の推奨に基づき、広く一般的な表現については、ひらがなの「こども」を使用しています。一方、

法律や条例、国の計画、事業名、組織名など、すでに固有名詞として「子ども」・「子供」と使用されているものについては、

そのとおり表記しています。 
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【戦略１】若者が活躍できるまちづくりの推進 

 

１ 若者地元定着プロジェクト 

次代を担う若者が、自らの将来を描き、暮らしていくことができるよう、地元企

業や高等教育機関と連携し、当市の魅力の浸透や愛着の醸成を図りながら、若者の

地元定着の推進に取り組みます。 

 

[重点事業パッケージ] 

• 【拡】八戸市まちの魅力創生ネットワーク会議運営事業(若者活躍応援課) 

• 【拡】八戸産学官連携推進事業(政策推進課) 

• 【継】マチナカまるっと１日体験事業(若者活躍応援課、八戸ポータルミ

ュージアム、文化創造推進課、美術館、長根屋内スケート場、図書館) 

• 【新】(仮称)はちのへ未来創造塾運営事業(若者活躍応援課) 

• 【継】若者マチナカ会議運営事業(若者活躍応援課) 

• 【継】サンフェス HACHINOHE開催支援事業(商工課) 

• 【継】はちのへ企業魅力発信×発見フェア(若者活躍応援課) 

• 【継】高校生による地元企業魅力発見体験事業(若者活躍応援課) 

• 【継】地元企業ファンづくりプロジェクト事業(産業労政課) 

 

２ 若者移住・交流促進プロジェクト 

若者の市外からの移住を促進するため、移住に伴う経済的負担の軽減につながる

補助制度の充実を図るとともに、当市の魅力に関する情報発信の強化により、UIJタ

ーンの促進と新たな関係人口の創出に取り組みます。 

 

[重点事業パッケージ] 

• 【拡】八戸市まちの魅力創生ネットワーク会議運営事業 

(若者活躍応援課)＜再掲＞ 

• 【拡】産学官連携による八戸未来創造事業 

(政策推進課、産業労政課、こども未来課) 

• 【拡】八戸産学官連携推進事業(政策推進課)＜再掲＞ 

• 【新】(仮称)産学官連携 Uターン事業(若者活躍応援課) 

• 【継】シティプロモーション推進事業(広報統計課) 

• 【継】移住・交流促進事業(若者活躍応援課) 

• 【継】地方就職支援金支給事業(若者活躍応援課) 

• 【継】ほんのり温ったか八戸移住計画支援事業(若者活躍応援課) 

• 【継】移住支援金支給事業(若者活躍応援課) 

• 【継】医療・福祉職子育て世帯移住支援金支給事業(若者活躍応援課) 
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【戦略２】産業力を活かした経済活性化の推進 

 

１ 地域をけん引する成長企業支援プロジェクト 

生産性向上や経営力の強化、販路開拓等を通じて、成長を志す企業を支援し、地

域をけん引する企業の創出を図るとともに、企業誘致や産業集積の促進に取り組み

ます。 

 

[重点事業パッケージ] 

• 【新】(仮称)はちのへ未来創造塾運営事業(若者活躍応援課)＜再掲＞ 

• 【新】GX・次世代エネルギー導入推進プロジェクト検討事業 

(商工課) 

• 【継】中小企業振興条例助成金交付事業(商工課) 

• 【継】海外販路拡大事業(商工課) 

• 【新】競争的資金申請支援事業(商工課) 

• 【拡】地域企業課題解決支援事業(商工課) 

• 【継】中小企業新技術・新製品・新サービス開発等支援事業(商工課) 

• 【継】ポートセールス事業(商工課) 

• 【継】物流問題対策事業(商工課) 

• 【継】新産業団地整備・開発推進事業(産業労政課) 

• 【継】イノベーティブ産業集積促進事業(産業労政課) 

• 【継】企業誘致促進事業(産業労政課) 

• 【継】企業立地促進条例に基づく奨励金交付事業(産業労政課) 

• 【継】IT 産業集積促進事業(産業労政課) 

• 【継】エネルギーシステム転換支援事業(産業労政課) 

• 【継】港湾整備促進事業(港湾河川課) 

• 【継】都市計画道路３･３･８号白銀市川環状線整備促進事業 

(道路建設課) 

２ 創業・事業継続を支える経営基盤強化プロジェクト 

創業から事業の継続・発展を支援するとともに、既存事業者の人材確保・育成及び

経営力向上等を支援し、地域経済の維持と持続的な成長を支援します。 

 

[重点事業パッケージ] 

• 【新】(仮称)ハチノヘ DXラボ推進事業(情報政策課) 

• 【継】サンフェス HACHINOHE開催支援事業(商工課)＜再掲＞ 

• 【継】中小企業振興条例助成金交付事業(商工課)＜再掲＞ 

• 【新】事業承継推進事業(商工課) 

• 【拡】地域企業課題解決支援事業(商工課)＜再掲＞ 
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• 【継】はちのへ創業・事業承継サポートセンター運営事業(商工課) 

• 【新】テック系起業家育成事業(商工課) 

• 【継】計画経営導入促進事業(商工課) 

• 【継】新規会社設立補助事業(商工課) 

• 【継】中小企業資金調達円滑化事業(低利融資制度・信用保証料補助) 

(商工課) 

• 【継】八戸市社内人材育成支援事業(産業労政課) 

• 【継】はちのへ企業魅力発信×発見フェア(若者活躍応援課)＜再掲＞ 

• 【継】高校生による地元企業魅力発見体験事業(若者活躍応援課) 

＜再掲＞ 

• 【継】地域事業所人材獲得等支援事業(産業労政課) 

 

３ 持続可能な農林水産業振興プロジェクト 

水揚げ増大に向けた漁船誘致の強化や卸売業者への支援に取り組むとともに、農

畜水産物のブランド化やつくり育てる漁業の成長産業化、担い手の確保、農地の集

積・集約化等を推進し、農林水産業の持続的発展を図ります。 

 

[重点事業パッケージ] 

• 【拡】水産業振興事業(水産事務所) 

• 【継】八戸漁港漁船誘致推進事業(水産事務所) 

• 【継】水産物流通加工振興事業(食の流通・ブランド推進室) 

• 【継】水産物卸売業務支援事業(水産事務所) 

• 【継】養殖業成長産業化支援事業(水産事務所) 

• 【新】八戸農業アカデミー関連事業 

(農業政策課、食の流通・ブランド推進室、畜産林政課、 

農業生産振興センター) 

• 【継】畜産関連産業振興事業(畜産林政課) 

• 【継】農業新ブランド育成事業(食の流通・ブランド推進室) 

• 【継】南郷新規作物研究事業 

(食の流通・ブランド推進室、農業生産振興センター) 
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【戦略３】個性豊かな魅力あるまちづくりの推進 

 

１ 知れば知るほどハマる、ハチノヘプロジェクト 

食のまち八戸や種差海岸等の当市が誇る観光資源を活かした地域づくりを推進す

るとともに、情報発信やプロモーションの強化により、地域の魅力を最大限に活か

した交流人口の拡大を図ります。 

 

[重点事業パッケージ] 

• 【継】ふるさと寄附金 PR事業(広報統計課) 

• 【継】湊地区まちづくり事業(まちづくり推進課) 

• 【新】食のまち・八戸推進事業(観光課) 

• 【新】種差海岸魅力向上事業(観光課) 

• 【継】八戸都市圏交流プラザ運営事業(観光課) 

• 【継】VISITはちのへ活動支援事業(観光課) 

• 【継】物産販売促進事業(観光課) 

• 【継】はちのへフェア in羽田空港(観光課) 

• 【新】持続可能な観光地形成事業(観光課) 

• 【新】観光による経済活性化事業(観光課) 

• 【継】グリーンツーリズム推進事業(食の流通・ブランド推進室) 

• 【継】世界遺産 PR 事業(是川縄文館) 

 

２ 中心市街地賑わい創出プロジェクト 

第４期八戸市中心市街地活性化基本計画に基づき、居心地が良く歩きたくなる都

市空間の形成に向けた取組を進めるとともに、魅力ある商店街の再生に向け、民間

主導のまちづくりやイベント開催の支援、中心市街地人流データの民間活用の促進

等により、空き店舗対策の充実を進め、中心市街地の賑わい創出を図ります。 

 

[重点事業パッケージ] 

• 【継】JR八戸線利活用事業(政策推進課) 

• 【継】十三日町・十六日町地区再整備支援事業(まちづくり推進課) 

• 【新】中心市街地活性化協議会運営事業(まちづくり推進課) 

• 【新】中心市街地人流分析活用事業(まちづくり推進課) 

• 【継】本八戸駅通り地区整備事業(まちづくり推進課) 

• 【継】中心街ストリートデザイン事業(まちづくり推進課) 

• 【継】中心市街地商業等活性化事業(まちづくり推進課) 

• 【継】中心商店街空き店舗・空き床解消補助事業(まちづくり推進課) 

• 【継】マチニワイベント支援事業(八戸ポータルミュージアム) 
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• 【継】旧柏崎小学校跡地広場整備事業(観光課) 

• 【継】無電柱化推進事業(道路建設課) 

• 【継】都市計画道路３･５･１号沼館三日町線整備促進事業(道路建設課) 

• 【新】本八戸駅地区バリアフリー化推進事業(都市政策課) 

• 【新】三八城公園下地区総合整備事業(都市政策課) 

 

３ スポーツ・文化が有する力を活かしたまちの魅力創出プロジェクト 

公共施設と商業機能との連携、スポーツやアートを活用したまちづくりを推進 

するとともに、国際大会等の大型 MICE の開催など、スポーツや文化が有する力を

活かしたまちの魅力創出を図ります。 

 

[重点事業パッケージ] 

• 【継】文化事業と商業機能との連携事業(文化創造推進課) 

• 【新】(仮称)本のまち宣言、八戸ブックセンター開設 10周年記念イベ     

ント事業(文化創造推進課) 

• 【継】はちのへアート広場事業(文化創造推進課) 

• 【継】文化芸術推進事業(文化創造推進課) 

• 【継】新体育館整備事業(スポーツ振興課) 

• 【拡】八戸スポーツコミッション支援事業(スポーツ振興課) 

• 【継】青の煌めきあおもり国スポ・障スポ大会事業 

(国スポ・障スポ推進室) 

• 【継】八戸市美術館運営事業(美術館) 

• 【継】アートファーマープロジェクト(美術館) 

• 【継】スピードスケート国際大会誘致事業(長根屋内スケート場) 

• 【継】国重要文化財櫛引八幡宮本殿ほか４棟保存修理事業(有形文化財  

保存・活用事業)(社会教育課) 

• 【継】世界遺産 PR 事業(是川縄文館)＜再掲＞ 

• 【継】縄文の里整備事業(是川縄文館) 

• 【新】八戸市博物館展示等リニューアル事業(博物館) 
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【戦略４】次代へつなぐ持続可能な社会の実現 

 

１ 未来を見据えたグリーン社会推進プロジェクト 

次世代エネルギーの導入推進や再エネ設備の導入支援、公共施設等の省エネルギ

ー設備への転換を進め、グリーン社会の実現に向けた取組の推進を図ります。 

 

[重点事業パッケージ] 

• 【新】GX・次世代エネルギー導入推進プロジェクト検討事業 

(商工課)＜再掲＞ 

• 【新】島守コミュニティセンターLED化事業(南郷事務所) 

• 【継】エネルギーシステム転換支援事業(産業労政課)＜再掲＞ 

• 【継】地球温暖化対策理解促進事業(環境政策課) 

• 【継】地域脱炭素推進事業(環境政策課) 

• 【継】ゼロカーボンオフィス推進事業(環境政策課) 

• 【継】海洋ごみ回収事業(環境政策課) 

• 【新】循環型社会形成推進事業(環境政策課) 

• 【継】学校施設の LED 化事業(教育総務課) 

• 【継】是川縄文館照明設備 LED 化事業(是川縄文館) 

 

２ 持続可能な公共交通形成プロジェクト 

鉄道・路線バスによる市内幹線軸を維持するために、地域公共交通の利便性向上

と利用促進に加え、今後増加が見込まれる交通不便地域に対応した多様な交通手段

を組み合わせた持続可能な市内交通ネットワークの構築を推進します。 

 

[重点事業パッケージ] 

• 【拡】八戸圏域地域公共交通計画推進事業(政策推進課) 

• 【継】コミュニティ交通支援事業(政策推進課) 

• 【拡】バス路線維持対策補助事業(政策推進課) 

• 【新】地域交通確保事業(政策推進課) 

• 【新】バス利用促進事業(中学生ファーストバスチケット)(交通部) 

• 【拡】バス利用促進事業(親子で探検１日乗車券)(交通部) 

• 【拡】バス利用促進事業(バス１日無料運行)(交通部) 

• 【継】市営バス運転手確保対策事業(交通部) 
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【戦略５】安全安心で人にやさしいまちづくりの推進 

 

１ 災害・危機に強い安全な地域づくり推進プロジェクト 

多発する異常気象や大規模災害から市民の生命と財産を守るため、津波避難対策

等の防災対策や避難路等の交通対策を進めるとともに、鳥獣被害、特殊詐欺など市

民生活に身近な不安を解消するための対策を強化し、災害や危機に強い安全な地域

づくりを推進します。 

 

[重点事業パッケージ] 

• 【拡】津波避難施設の整備等事業(危機管理課) 

• 【新】防災行政無線更新事業(危機管理課) 

• 【新】津波避難施設の整備等事業(津波避難タワー整備事業) 

(災害対策課) 

• 【継】避難所運営体制の整備事業(災害対策課) 

• 【継】総合防災訓練の実施(災害対策課) 

• 【継】自主防災組織育成事業(災害対策課) 

• 【継】自主防災組織リーダー育成事業(災害対策課) 

• 【継】災害用備蓄物資の充実事業(災害対策課) 

• 【新】鳥獣被害防止総合対策事業(畜産林政課) 

• 【新】災害拠点病院浸水対策施設整備事業(保健総務課) 

• 【新】特殊詐欺等未然防止啓発事業(くらし交通安全課) 

• 【新】津波避難施設の整備等事業(津波避難路等の整備事業) 

(道路建設課) 

• 【継】市道冠水被害対策事業(道路維持課) 

• 【継】交通安全施設整備事業(道路維持課) 

• 【新】三八城公園下地区総合整備事業(都市政策課)＜再掲＞ 

 

２ 誰一人取り残さない温かい社会づくり推進プロジェクト 

医療と介護を結ぶデジタルシステムの活用や事業者による介護ロボット等の導入

促進、在宅医療を受けることができる仕組みづくり、終末期医療体制の整備に取り

組み、誰一人取り残さない温かい社会づくりを推進します。 

 

[重点事業パッケージ] 

• 【継】重層的支援体制整備事業(福祉政策課) 

• 【継】介護予防センター運営事業(高齢福祉課) 

• 【継】介護予防・日常生活支援総合事業(高齢福祉課) 

• 【継】在宅医療・介護連携推進事業(高齢福祉課) 
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• 【継】認知症サポーター養成・活動促進事業(高齢福祉課) 

• 【継】地域包括支援センター運営事業(高齢福祉課) 

• 【継】介護業務の革新・業務効率化事業(介護保険課) 

• 【継】介護支援専門員資格取得・定着支援事業(介護保険課) 

• 【継】外国人介護人材受入施設等環境整備事業(介護保険課) 

• 【継】介護の仕事理解促進事業(介護保険課) 

• 【継】介護テクノロジー導入支援・ICT 化推進事業(障がい福祉課) 

• 【拡】健康はちのへ 21ポイントアプリ事業(健康づくり推進課) 

• 【新】健康教育事業(健康づくり推進課) 

• 【新】健康意識啓発事業(健康づくり推進課) 

• 【継】がん患者医療用補整具購入費助成事業(健康づくり推進課) 

• 【継】総合的ながん対策事業(市民病院) 
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【戦略６】未来を創るこどもファーストの推進 

 

１ 未来を拓くこども育みプロジェクト 

こどもたちが自ら率先して活動することで、様々な体験を通し、地元への愛着や理

解を深める取組や、こどもたちの声を施策に反映させ、こどもたちが安心して遊び、

学べる環境の整備を進めるなど、未来を拓くこどもを育む取組を推進します。 

 

[重点事業パッケージ] 

• 【継】マチナカまるっと１日体験事業 

(若者活躍応援課、八戸ポータルミュージアム、文化創造推進課、 

美術館、長根屋内スケート場、図書館)＜再掲＞ 

• 【継】文化芸術推進事業(文化創造推進課、美術館)＜再掲＞ 

• 【継】アートファーマープロジェクト(美術館)＜再掲＞ 

• 【継】キッズパークイベント開催経費(長根屋内スケート場) 

• 【継】乳幼児木育等推進事業(畜産林政課) 

• 【継】八戸圏域ファームステイ事業(食の流通・ブランド推進室) 

• 【拡】こどもの声を聴く機会創出事業(こども未来課) 

• 【継】こどもの国大型複合遊具設置事業(公園緑地課) 

• 【継】市民で賑わう公園魅力向上事業(公園緑地課) 

• 【新】とりの木沢公園 Park-PFI 賑わい拠点整備事業(公園緑地課) 

• 【継】小・中学校スポーツ・文化芸術活動支援事業(学校教育課) 

• 【継】広域的体験学習支援事業(教育指導課) 

• 【新】STEAM教材開発事業(教育指導課) 

• 【継】学校図書館支援事業(教育指導課) 

• 【継】幼保小連携推進事業(教育指導課) 

• 【継】青少年海外派遣交流事業(教育指導課) 

• 【拡】児童科学館改修事業(総合教育センター) 

• 【継】GIGAスクール構想推進事業(総合教育センター) 

• 【継】国際理解教育・英語教育推進事業(総合教育センター) 

• 【継】特別支援教育アシスト事業(こども支援センター) 

• 【継】教育相談・適応指導教室事業(こども支援センター) 

• 【継】特別支援教育推進事業(こども支援センター) 

• 【新】八戸市博物館展示等リニューアル事業(博物館)＜再掲＞ 
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２ みんなで子育て応援プロジェクト 

子ども医療費の完全無償化や学校給食費の無償化など、子育て世帯への経済的支

援のほか、親子が外出しやすい環境づくり、子育て情報の発信強化、こども一人ひ

とりのニーズに応じた支援・相談体制の充実など、社会全体で子育てを応援する取

組を推進します。 

 

[重点事業パッケージ] 

• 【継】市政情報発信力の強化事業(広報統計課) 

• 【新】障害児等療育支援事業(障がい福祉課) 

• 【継】医療的ケア児等総合支援事業(障がい福祉課) 

• 【継】乳児等通園支援事業(こども誰でも通園制度)(こども未来課) 

• 【継】つどいの広場事業(こども未来課) 

• 【継】医療的ケア児保育支援事業(こども未来課) 

• 【継】保育施設等整備事業(こども未来課) 

• 【継】赤ちゃんお出かけ応援事業(こども未来課) 

• 【継】軽・中程度障がい児保育事業(こども未来課) 

• 【継】病児・病後児保育事業(病児保育ネット予約サービス事業) 

(こども未来課) 

• 【拡】第２子以降の保育料無償化事業(こども未来課) 

• 【継】保育士修学資金貸付金事業(こども未来課) 

• 【新】保育施設等物価高騰対策支援事業(こども未来課) 

• 【新】子ども・子育て支援窓口等 BPR推進事業 

(こども未来課、子育て支援課) 

• 【継】放課後児童健全育成事業(子育て支援課) 

• 【継】子育て情報配信事業(子育て支援課) 

• 【継】子ども医療費助成事業(子育て支援課) 

• 【継】ファミリーサポートセンター事業(子育て支援課) 

• 【継】こどもの居場所等支援事業(子育て支援課) 

• 【新】放課後児童クラブ物価高騰対策支援事業(子育て支援課) 

• 【新】児童館賃金上昇対策支援金交付事業(子育て支援課) 

• 【拡】親子関係形成支援事業(こども家庭相談室) 

• 【継】こども家庭センター事業 

(こども家庭相談室、すくすく親子健康課) 

• 【継】母子家庭等対策総合支援事業(親子交流支援事業) 

(こども家庭相談室) 

• 【新】母子生活支援施設物価高騰対策支援金(こども家庭相談室) 

• 【新】子育て相談 AIチャットボット事業 
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(こども未来課、すくすく親子健康課、情報政策課) 

• 【拡】母子健康診査事業(すくすく親子健康課) 

• 【新】育児ヘルパー事業(すくすく親子健康課、こども家庭相談室) 

• 【継】小児慢性特定疾病通院費助成事業(すくすく親子健康課) 

• 【継】健康教育事業(母子)(すくすく親子健康課) 

• 【継】妊産婦アクセス支援事業(すくすく親子健康課) 

• 【継】小・中学校整備事業(教育総務課) 

• 【継】八戸市奨学金制度(学校教育課) 

• 【継】新学校給食センター整備事業(学校教育課) 

• 【継】学校給食費無償化事業(学校教育課) 

• 【継】学校給食食材費高騰対策支援事業(学校教育課) 

• 【継】コミュニティ・スクール推進事業(教育指導課) 

• 【拡】校内教育支援センター支援員配置事業(教育指導課) 
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【戦略７】多様な人々が活躍できる共生社会の実現 

 

１ 誰もが活躍できる地域社会づくり推進プロジェクト 

高齢者の社会参加の促進、障がい者の就労支援や相談機能の充実、外国人住民が

安心して暮らせる環境づくり、性的少数者に関する理解の促進等に取り組み、誰も

が活躍できる社会づくりを推進します。 

 

[重点事業パッケージ] 

• 【拡】八戸市まちの魅力創生ネットワーク会議運営事業 

(若者活躍応援課)＜再掲＞ 

• 【継】多文化共生推進事業(市民連携推進課) 

• 【新】(仮称)外国人交流サロン(市民連携推進課) 

• 【継】若者マチナカ会議運営事業(若者活躍応援課)＜再掲＞ 

• 【継】LGBT等理解促進事業(市民連携推進課) 

• 【継】女性チャレンジ講座開催事業(市民連携推進課) 

• 【継】中小企業振興条例助成金交付事業(商工課)＜再掲＞ 

• 【継】老人クラブ活動支援事業(高齢福祉課) 

• 【継】高齢者生きがいと健康づくり推進事業(高齢福祉課) 

• 【継】外国人介護人材受入施設等環境整備事業(介護保険課)＜再掲＞ 

• 【継】障がい者就労支援事業(障がい福祉課) 

 

２ 学びを通じた生涯活躍推進プロジェクト 

生涯を通じて学びの機会を得ることができる環境を整えることにより、豊かな人生

やキャリア形成を図り、誰もが生涯活躍できる社会づくりを促進します。 

 

[重点事業パッケージ] 

• 【拡】八戸産学官連携推進事業(政策推進課)＜再掲＞ 

• 【継】女性チャレンジ講座開催事業(市民連携推進課)＜再掲＞ 

• 【新】八戸市スマホサポーター制度促進事業(情報政策課) 

• 【継】介護予防センター運営事業(高齢福祉課)＜再掲＞ 

• 【継】鷗盟大学運営事業(高齢福祉課) 

• 【新】公民館講座 市民 IT講習会(社会教育課) 
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【戦略８】市民と共に創る市民目線の地域づくりの推進 

１ 市民力を活かした活力創出プロジェクト 

活力にあふれた住みよい地域を持続させていくため、協働のまちづくりや産学官

の連携など、市民力を活かした活力創出を図ります。 

 

[重点事業パッケージ] 

• 【拡】八戸市まちの魅力創生ネットワーク会議運営事業 

(若者活躍応援課)＜再掲＞ 

• 【拡】八戸産学官連携推進事業(政策推進課)＜再掲＞ 

• 【新】(仮称)地域イベント開催の手引き作成事業(市民連携推進課) 

• 【拡】市長との公民館サロン開催事業(市民連携推進課) 

• 【継】八戸市連合町内会活動活性化交付金事業(市民連携推進課) 

• 【継】協働のまちづくり職員研修事業(市民連携推進課) 

• 【継】若者マチナカ会議運営事業(若者活躍応援課)＜再掲＞ 

• 【継】「地域の底力」実践プロジェクト促進事業(市民連携推進課) 

• 【継】「元気な八戸づくり」市民奨励金事業(市民連携推進課) 

• 【継】協働のまちづくり研修会の開催事業(市民連携推進課) 

• 【継】連合町内会連絡協議会連携事業(市民連携推進課) 

２ 暮らしやすい住環境づくり推進プロジェクト 

コンパクト＆ネットワークのまちづくりを進めるとともに、空き家の利活用や適

正管理、地域の玄関口である駅周辺や交流拠点である公園の整備を進め、暮らしやす

い住環境づくりを推進します。 

 

[重点事業パッケージ] 

• 【継】新井田白銀線歩道整備事業(道路建設課) 

• 【継】無電柱化推進事業(道路建設課)＜再掲＞ 

• 【継】主要幹線舗装補修事業(道路維持課) 

• 【継】橋りょう長寿命化事業(道路維持課) 

• 【新】本八戸駅地区バリアフリー化推進事業(都市政策課)＜再掲＞ 

• 【継】八戸駅前広場整備事業(都市政策課) 

• 【継】空き家活用・住みかえ支援事業(都市政策課) 

• 【継】空き家等管理対策事業(都市政策課) 

• 【新】三八城公園下地区総合整備事業(都市政策課)＜再掲＞ 

• 【継】八戸駅西土地区画整理事業(駅西区画整理事業所) 

• 【継】公園施設長寿命化事業(公園緑地課) 

• 【新】とりの木沢公園 Park-PFI 賑わい拠点整備事業(公園緑地課) 

＜再掲＞ 
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【戦略９】連携と業務改革の推進による自治体ガバナンスの強化 

 

１ 行政サービスの質の向上プロジェクト 

市政情報の分かりやすい発信やデジタル技術を活用した行政サービスの利便性向

上と業務効率化に取り組むとともに、自治体相互の強みを活かした連携を強化する

ことで、行政組織の活性化や行政サービスの質の向上を図ります。 

 

[重点事業パッケージ] 

• 【拡】八戸圏域地域公共交通計画推進事業(政策推進課)＜再掲＞ 

• 【継】はちとまネットワーク推進事業(政策推進課) 

• 【継】連携中枢都市圏推進事業(政策推進課) 

• 【継】三圏域連携推進事業(政策推進課) 

• 【継】市政情報発信力の強化事業(広報統計課)＜再掲＞ 

• 【継】行政組織活性化事業(人事課) 

• 【拡】八戸市窓口業務改革プロジェクト(情報政策課) 

• 【新】(仮称)ハチノヘ DXラボ推進事業(情報政策課)＜再掲＞ 

• 【新】AI・DX 人材育成＋AIプラットフォーム構築事業(情報政策課) 

• 【継】はちのへ電子図書館推進事業(図書館) 

 

２ 経営感覚を持った行財政改革推進プロジェクト 

第８次行財政改革大綱に基づき、限られた経営資源の効率的な活用を推進するととも

に、民間企業との交流促進や公共施設の効果的な管理手法の検討を進めることなど、経

営感覚を持った行財政改革の推進を図ります。 

 

[重点事業パッケージ] 

• 【継】官民連携推進事業(政策推進課) 

• 【継】ふるさと寄附金 PR事業(広報統計課)＜再掲＞ 

• 【新】事務事業の総合的な見直しプロジェクト(行政管理課) 

• 【新】中心街施設等における効果的管理手法検討事業(行政管理課) 

• 【新】未利用市有地等利活用事業(行政管理課) 

• 【継】民間企業との交流事業(人事課) 

• 【継】ICT 活用による業務効率化推進事業(情報政策課) 

• 【継】入札・契約制度適正化推進事業(契約検査課) 

• 【継】教育の情報化推進事業(総合教育センター) 
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第５章 今後の見通しと対応 

市政運営における重要課題は、日本社会全体が人口増加を前提としてきた社会経済モ

デルから人口減少を前提とした新たなモデルへと移行する過渡期であることや国際情勢

や長引く円安による物価高騰など、不測の事態が今後も突発的に発生する可能性がある

ことを踏まえると、第７次八戸市総合計画の計画期間(令和４(2022)年度から令和８

(2026)年度)において変化していくことが考えられます。 

そのため、推進戦略の実効性を継続的に維持していくためには、毎年度、推進戦略の

内容を検証し、社会経済情勢の変化に合わせて柔軟に対応していく必要があります。 

このようなことから、各年度の推進戦略にあたっては、社会経済情勢の変化を適切に

把握しながら、その時々の状況に最も適した取組を展開していきます。 

 

 

 

 

 

  

令和４年度

令和５年度

令和６年度

令和７年度

令和８年度

Update 

Update 

Update 

Update 

第７次八戸市総合計画の計画期間(令和４～８年度)の各年度において策定する推進

戦略では、その時々の状況に最も適した取組を展開していきます。 



 

  29  

 

参考 

●重要課題・戦略・プロジェクトの体系 

 【重要課題】 【戦略】 【プロジェクト】 

１ 次代を担う若者の

流出抑制と移住促

進に向けた対応 

若 者 が 活 躍 で き る 

まちづくりの推進 
１ 若者地元定着プロジェクト 

２ 若者移住・交流促進プロジェクト 

２ 地域経済の更なる 

活性化に向けた対

応 

産 業 力 を 活 か し た 

経済活性化の推進 

 

１ 地域をけん引する成長企業支援プ

ロジェクト 

２ 創業・事業継続を支える経営基盤

強化プロジェクト 

３ 持続可能な農林水産業振興プロジ

ェクト 

３ 賑わい創出と活力 

あふれるまちの実

現に向けた対応 

個性豊かな魅力ある 

まちづくりの推進 

１ 知れば知るほどハマる、ハチノヘ

プロジェクト 

２ 中心市街地賑わい創出プロジェク

ト 

３ スポーツ・文化が有する力を活か

したまちの魅力創出プロジェクト 

４ 持続可能な社会の 

実現に向けた対応 

次代へつなぐ持続可能な

社会の実現 

１ 未来を見据えたグリーン社会推進

プロジェクト 

２ 持続可能な公共交通形成プロジェ

クト 

５ 安全安心で暮らし

やすいまちの実現

に向けた対応 

安全安心で人にやさしい

まちづくりの推進 

 

１ 災害・危機に強い安全な地域づく

り推進プロジェクト 

２ 誰一人取り残さない温かい社会づ

くり推進プロジェクト 

６ こどもの健やかな

成長と豊かな学び

への対応 

未 来 を 創 る こ ど も 

ファーストの推進 

１ 未来を拓くこども育みプロジェク

ト 

２ みんなで子育て応援プロジェクト 

７ 誰もが活躍できる

社会の実現に向け

た対応 

多様な人々が活躍できる

共生社会の実現 

１ 誰もが活躍できる地域社会づくり

推進プロジェクト 

２ 学びを通じた生涯活躍推進プロジ

ェクト 

８ 市民目線による住

みよいまちづくり

への対応 

市民と共に創る市民目線

の地域づくりの推進 

 

１ 市民力を活かした活力創出プロジ

ェクト 

２ 暮らしやすい住環境づくり推進プ

ロジェクト 

９ 連携強化と行財政

運営の効率化に向

けた対応 

連携と業務改革の推進に

よる自治体ガバナンスの

強化 

 

１ 行政サービスの質の向上プロジェ

クト 

２ 経営感覚を持った行財政改革推進

プロジェクト 
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●重点事業一覧 

 

【新】…新規事業 【拡】…拡充事業 【★】…市長政策公約対応事業  

 

【戦略１】若者が活躍できるまちづくりの推進 

１ 若者地元定着プロジェクト 

 事業名 取組概要 担当課 

拡 

★ 

八戸市まちの魅力創生

ネットワーク会議運営

事業 

⚫ 若者や女性にとって魅力あるまちの実現に向け、

八戸市まちの魅力創生ネットワーク会議の円滑

な運営を図る。 

⚫ 会議メンバーがプレーヤーとなり事業立案から

事業の実証を行う。 

若者活躍応援課  

拡 

★ 

八戸産学官連携推進事

業 

⚫ 産学官連携推進会議において、産学官が連携した

事業の検討や推進を図るとともに、中長期計画の

進捗管理を行う。 

政策推進課 

 

★ 

マチナカまるっと１日

体験事業(５館連携) 

⚫ 市中心街の公共施設において、こども(中高生)が

普段の業務を体験したり、自ら企画や実施に携わ

ったりする機会を創出することで、地元施設を知

る、仕事を体験する、活用方法を考えるきっかけ

とし、地元への愛着醸成につなげる。 

若者活躍応援課 

八戸ポータル 

ミュージアム 

文化創造推進課 

美術館 

長根屋内スケー

ト場 

図書館 

新 

★ 

(仮称)はちのへ未来創

造塾運営事業 

⚫ 地域の課題をビジネスで解決するため、地域の事

業者を対象とした塾を開講し、新たな人材育成・

ビジネス創出プログラムの構築を図る。 

若者活躍応援課 

 

若者マチナカ会議運営

事業 

⚫ 若者のまちづくりへの参画意識の醸成とネット

ワーク構築及び市長との対話促進のため、若者マ

チナカ会議を実施する。 

若者活躍応援課 

 

★ 

サンフェス HACHINOHE開

催支援事業 

⚫ 当市企業の魅力、底力を紹介し共有するためのイ

ベントを開催し、事業者と市民の誇りを醸成し、

若者の地元定着及び地域内消費の促進を図る。 

商工課 

 

★ 

はちのへ企業魅力発信

×発見フェア 

⚫ 八戸市内の高校生・大学生等を対象に、地元企業・

団体、高等教育機関が一体となり地域産業や職

業、学びの場を紹介するイベントを開催し、地元

企業の認知度向上と若年者の地元定着の促進を

図る。 

若者活躍応援課 
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 事業名 取組概要 担当課 
 

高校生による地元企業

魅力発見体験事業 

⚫ 地域の次世代を担っていく高校生自らが地域産

業や地元企業の魅力について調査を行う。 

⚫ 調査内容をとりまとめ、学校関係者等を対象とし

た成果発表会を開催し、地元企業の魅力などにつ

いて情報発信する。 

若者活躍応援課 

 

地元企業ファンづくり

プロジェクト事業 

⚫ 企業と協力し、小学生から大学生を対象として地

元企業を学ぶ機会を創出する。 

産業労政課 

 

２ 若者移住・交流促進プロジェクト 

 事業名 取組概要 担当課 

拡 

★ 

八戸市まちの魅力創生

ネットワーク会議運営

事業＜再掲＞ 

⚫ 若者や女性にとって魅力あるまちの実現に向け、

八戸市まちの魅力創生ネットワーク会議の円滑

な運営を図る。 

⚫ 会議メンバーがプレーヤーとなり事業立案から

事業の実証を行う。 

若者活躍応援課 

拡 産学官連携による八戸

未来創造事業 

⚫ 若者の地元定着と企業の人手不足解消のため、産

学官が連携し、地元企業を知る機会の増加や、高

等教育機関の魅力創出に係る取組を実施する。 

政策推進課 

産業労政課 

こども未来課 

拡 

★ 

八戸産学官連携推進事

業＜再掲＞ 

⚫ 産学官連携推進会議において、産学官が連携した

事業の検討や推進を図るとともに、中長期計画の

進捗管理を行う。 

政策推進課 

新 (仮称)産学官連携 Uター

ン事業 

⚫ 八戸地域への U ターンを検討している市内高等

教育機関出身の首都圏へ就職した卒業者に対し、

企業紹介や移住相談を実施することにより、地元

への愛着醸成と Uターンの促進を図る。 

若者活躍応援課 

 

★ 

シティプロモーション

推進事業 

⚫ 市公式 SNSや市のマスコットキャラクター「いか

ずきんズ」を活用した情報発信、八戸特派大使な

どを通じた PR など、多様な媒体により地域資源

の魅力を発信し、八戸の知名度向上や市民の当市

への愛着や誇りの醸成を図る。 

⚫ 若者の地域への愛着の再醸成や新たな関係人口

創出のため、超帰省®を推進する。 

広報統計課 
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 事業名 取組概要 担当課 

 

★ 

移住・交流促進事業 ⚫ 首都圏や庁内のほか、オンラインの活用や移住イ

ベントへの参加やイベント開催により、移住相談

を実施する。 

⚫ 市 HP、ポータルサイト、SNSの利用や帰省客への

PRイベントの実施により情報発信を行う。  

若者活躍応援課 

 

★ 

地方就職支援金支給事

業 

⚫ 東京圏内の大学生・大学院生の UIJターン就職を

支援するため、東京圏内の大学・大学院を卒業・

修了した人に対し、八戸市地方就職支援金(交通

費・移転費)を交付する。 

若者活躍応援課 

 

★ 

ほんのり温ったか八戸

移住計画支援事業 

⚫ 地域の将来を担う若年層の県外から当市への UIJ

ターン就職を促進するため、北東北３県を除いた

県外からの就職希望者に対する引越費用、住宅

費、児童・生徒の学用品の購入費を助成する。 

若者活躍応援課 

 

★ 

移住支援金支給事業 ⚫ 東京圏から当市への UIJ ターン就職を促進する

ため、国の制度に基づき移住支援金を支給する。 

若者活躍応援課 

 

★ 

医療・福祉職子育て世帯

移住支援金支給事業 

⚫ 医療・福祉職の資格を有する子育て世帯が市内の

医療施設や福祉施設に就職した場合、移住支援金

を支給する。 

⚫ 新たに医療・福祉職の資格取得と就業を希望する

子育て世帯が県外から移住し、県内の養成施設に

就学する場合に移住支援金を支給する。 

若者活躍応援課 
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【新】…新規事業 【拡】…拡充事業 【★】…市長政策公約対応事業 

 

【戦略２】産業力を活かした経済活性化の推進 

１ 地域をけん引する成長企業支援プロジェクト 

 事業名 取組概要 担当課 

新 

★ 

(仮称)はちのへ未来創

造塾運営事業＜再掲＞ 

⚫ 地域の課題をビジネスで解決するため、地域の事

業者を対象とした塾を開講し、新たな人材育成・ビ

ジネス創出プログラムの構築を図る。 

若者活躍応援課 

新 

★ 

GX・次世代エネルギー

導入推進プロジェク

ト検討事業 

⚫ 2050 年カーボンニュートラルの達成と地域経済の

持続的な成長の両立を図るため、(仮称)八戸市 GX・

次世代エネルギー導入推進ビジョンに基づいたプ

ロジェクト及びその推進体制を検討する。 

商工課 

 

★ 

中小企業振興条例助成

金交付事業 

⚫ 中小企業者や中小企業団体が実施する高度化事業

や共同施設設置事業、働きやすい職場環境整備事

業に対する助成を行う。 

⚫ 経営課題と社会経済課題の解決に総合的に取り組

む企業に対して助成を行う。 

商工課 

 

★ 

海外販路拡大事業 ⚫ 北米やオーストラリア、シンガポールにおいて八

戸地域の地場産品の販売フェアを実施するととも

に、バイヤーと商談を行い、海外への販路拡大を図

る。 

商工課 

新 

★ 

競争的資金申請支援事

業 

⚫ 地域企業が成長を志して設備投資を行う際に活用

する国等の補助金の申請に要する経費を補助し、

将来の地域未来けん引企業や中堅企業などの創出

を図る。 

商工課 

拡 

★ 

地域企業課題解決支援

事業 

⚫ コーディネーターによる地域製造業等の課題発

掘、課題解決に向けたコーディネート活動を実施

する。 

⚫ DX 専門のサポートセンターを設置し、企業のデジ

タル化や DXの推進への伴走支援を実施する。 

商工課 

 

★ 

中小企業新技術・新製

品・新サービス開発等

支援事業 

⚫ 企業が展開する事業の高付加価値化及び新分野進

出のほか、製造工程の効率化等を支援することで、

中小企業の稼ぐ力の強化を図る。 

商工課 

 

★ 

ポートセールス事業 ⚫ 国内外において企業訪問によるポートセールス活

動を行う。 

⚫ 首都圏等にてポートセミナーを開催するととも

に、情報誌を発行する。 

商工課 



 

  34  

 

 事業名 取組概要 担当課 

 

★ 

物流問題対策事業 ⚫ 関係団体との意見交換会の開催や補助事業を展開

するほか、物流関連企業のバスツアーを実施し、八

戸地域における円滑な物流環境の維持を図る。 

商工課 

 

新産業団地整備・開発

推進事業 

⚫ 企業進出の受け皿となる八戸北インター第２工業

団地の開発を進める。 

産業労政課 

 

イノベーティブ産業集

積促進事業 

⚫ 成長産業企業の立地及び参入促進に向け、補助金

を交付する。 

産業労政課 

 

企業誘致促進事業 ⚫ 当市の立地環境や支援制度等について総合的な PR

を行う企業セミナーを開催する。 

⚫ 企業訪問等を通じた二役によるトップセールスを

行う。 

⚫ 当市の優位性を情報発信するとともに、企業ニー

ズに関する情報収集を行う。 

産業労政課 

 

企業立地促進条例に基

づく奨励金交付事業 

⚫ 北インター工業団地等に立地する高度技術産業等

の企業に対し、立地奨励金、操業奨励金、雇用奨励

金または設備投資奨励金を交付する。 

産業労政課 

 

IT産業集積促進事業 ⚫ 「八戸 IT・テレマーケティング未来創造協議会」

に負担金を交付する。 

⚫ 市の誘致企業である IT関連企業に対し、賃料補助

金や雇用奨励金を交付する。 

⚫ IT関連企業の立地促進を図るため、IT技術を持つ

企業と協働で地域課題解決に取り組む仕組みの構

築を行う。 

産業労政課 

 

エネルギーシステム転

換支援事業 

⚫ 環境負荷が少ないエネルギーシステムに転換して

二酸化炭素の排出を抑制する事業者に対し、補助

金を交付する。  

産業労政課 

 

港湾整備促進事業 ⚫ 国や県に対して、航路・泊地などの港湾施設の整備

に係る事業費の一部を負担する。  

港湾河川課 

 

都市計画道路３･３･８

号白銀市川環状線整備

促進事業 

⚫ ３・３・８号白銀市川環状線(尻内工区(国道 104号

～国道 454号)・天久岱工区(尻内町地内)・市川町

Ⅱ期工区(北インター工業団地地内))の整備促進

を要望し、事業主体である県に対して事業費の一

部を負担する。  

道路建設課 
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２ 創業・事業継続を支える経営基盤強化プロジェクト 

 事業名 取組概要 担当課 

新 

★ 

(仮称)ハチノヘ DXラ

ボ推進事業 

⚫ 若者・学生・企業人材の連携によりデジタル人材

を育成し、人材交流、起業促進を図ることによ

り、地域課題解決に繋がる新たなイノベーション

を創出する。 

情報政策課 

 

★ 

サンフェス HACHINOHE

開催支援事業＜再掲＞ 

⚫ 当市企業の魅力、底力を紹介し共有するためのイ

ベントを開催し、事業者と市民の誇りを醸成し、

若者の地元定着及び地域内消費の促進を図る。 

商工課 

 

★ 

中小企業振興条例助成

金交付事業＜再掲＞ 

⚫ 中小企業者や中小企業団体が実施する高度化事業

や共同施設設置事業、働きやすい職場環境整備事

業に対する助成を行う。 

⚫ 経営課題と社会経済課題の解決に総合的に取り組

む企業に対して助成を行う。 

商工課 

新 

★ 

事業承継推進事業 ⚫ 中小企業経営者の高齢化や後継者不足による事業

所数の減少、雇用の喪失を抑制するため、セミナ

ーの開催等、各支援機関と連携した中小企業者の

円滑な事業承継を支援する。 

商工課 

拡 

★ 

地域企業課題解決支援

事業＜再掲＞ 

⚫ コーディネーターによる地域製造業等の課題発

掘、課題解決に向けたコーディネート活動を実施

する。 

⚫ DX専門のサポートセンターを設置し、企業のデジ

タル化や DXの推進への伴走支援を実施する。 

商工課 

 

★ 

はちのへ創業・事業承

継サポートセンター運

営事業 

⚫ 創業・事業承継の支援拠点として「はちのへ創業・

事業承継サポートセンター」を運営する。 

⚫ 専属相談員及び八戸商工会議所経営指導員による

相談対応を常時実施する。 

⚫ セミナー・交流会の開催や各種情報発信等により、

創業希望者等を支援する。 

商工課 

新 

★ 

テック系起業家育成事

業 

⚫ ＩＴ等のテクノロジーを活用したテック系の起業

家の輩出や未来の起業家の育成のため、ＩＴ等を

活用した課題解決及び起業に興味のある学生等を

対象とした伴走支援型の起業家育成プログラムを

実施する。 

商工課 
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 事業名 取組概要 担当課 
 

計画経営導入促進事業 ⚫ 計画経営の導入・実践(中小機構のハンズオン支

援)に当たって発生する費用の一部を補助する。 

商工課 

 

新規会社設立補助事業 ⚫ 市内において新規に会社設立を行う事業者に対

し、会社設立に係る登録免許税等の経費の一部を

補助する。 

商工課 

 

中小企業資金調達円滑

化事業(低利融資制度・

信用保証料補助) 

⚫ 当市融資制度の円滑な運用のため、市内金融機関

に対して原資を一部預託する。 

⚫ 八戸市事業活性化資金を除く市融資制度を活用し

て融資を受ける中小企業者に対し、信用保証料の

全額を補給する。 

商工課 

 

★ 

八戸市社内人材育成支

援事業 

⚫ 事業所に合った人材育成の仕組みの構築や事業所

の生産性向上への取組を支援するため、人材育成

に関するセミナー等を実施する。 

産業労政課 

 

★ 

はちのへ企業魅力発信

×発見フェア＜再掲＞ 

⚫ 八戸市内の高校生・大学生等を対象に、地元企業・

団体、高等教育機関が一体となり地域産業や職業、

学びの場を紹介するイベントを開催し、地元企業

の認知度向上と若年者の地元定着の促進を図る。 

若者活躍応援課 

 高校生による地元企業

魅力発見体験事業＜再

掲＞ 

⚫ 地域の次世代を担っていく高校生自らが地域産業

や地元企業の魅力について調査を行う。 

⚫ 調査内容をとりまとめ、学校関係者等を対象とし

た成果発表会を開催し、地元企業の魅力などにつ

いて情報発信する。 

若者活躍応援課 

 

地域事業所人材獲得等

支援事業 

⚫ 八戸圏域内事業所の県内外への情報発信等の強化

により、事業所の認知度や採用力の向上を図るた

め、各種事業を実施する。 

産業労政課 

 

３ 持続可能な農林水産業振興プロジェクト 

 事業名 取組概要 担当課 

拡 

★ 

水産業振興事業 ⚫ 八戸水産アカデミーにおいて、つくり育てる漁業の

推進や水産業への理解・関心を深めるイベントの開

催など、水産業の持続的な発展に向けた取組を行う。 

水産事務所 

 

八戸漁港漁船誘致推進

事業 

⚫ 八戸漁港漁船誘致推進委員会に参画し、官民一体と

なった漁船誘致活動や受入体制の強化を行う。 

水産事務所 

 

★ 

水産物流通加工振興事

業 

⚫ 当市水産物及び水産加工品のブランド力を高めるた

めの高付加価値化に向けた取組を推進する。 

食の流通・ブラ

ンド推進室 
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 事業名 取組概要 担当課 
 

水産物卸売業務支援事

業 

⚫ 卸売業者の経営改善を支援するため、卸売業務に対

し補助金を交付する。 

水産事務所 

 

★ 

養殖業成長産業化支援

事業 

⚫ つくり育てる漁業の推進による水産業全体の成長産

業化を図るため、事業者が行う養殖の取組に対し、

補助金を交付する。 

水産事務所 

新 

★ 

八戸農業アカデミー関

連事業 

⚫ 農業・畜産業の未来を考える「八戸農業アカデミー」

を設置し、農畜産業経営体の経営強化や、農畜産物

の高付加価値化に向けた調査、研究を行い、持続的

な農畜産業を推進する。 

農業政策課 

食の流通・ブラ

ンド推進室 

畜産林政課 

農業生産振興

センター 

 

★ 

畜産関連産業振興事業 ⚫ 八戸地域畜産関連産業振興ビジョンに基づき、親子

ちくさん探検バスツアーやフードフェスタ等を開催

し、八戸地域の畜産業及び関連産業の振興と畜産業

に対する住民の理解促進を図る。 

畜産林政課 

 

★ 

農業新ブランド育成事

業 

⚫ 八戸特産野菜の「八戸いちご」や八戸伝統野菜「糠

塚きゅうり」「食用菊」の魅力を広く発信すること

により、農産物のブランド化を図り、消費及び販路

拡大を図る。 

食の流通・ブ

ランド推進室 

 

★ 

南郷新規作物研究事業 ⚫ ワイン文化の定着やワインの販売促進に向けたイベ

ントや、薬用作物の共同研究などを実施し、南郷地

区の農業活性化を図る。 

食の流通・ブ

ランド推進室

農業生産振興

センター 
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【新】…新規事業 【拡】…拡充事業 【★】…市長政策公約対応事業 

 

【戦略３】個性豊かな魅力あるまちづくりの推進 

１ 知れば知るほどハマる、ハチノヘプロジェクト 

 事業名 取組概要 担当課 

 

★ 

ふるさと寄附金 PR 事

業 

⚫ ふるさと納税制度を活用し、八戸の魅力の PR及び

財源確保を図る。 

広報統計課 

 

★ 

湊地区まちづくり事業 ⚫ 官民連携により、陸奥湊駅前市場街の再整備に取

り組む。 

⚫ まちづくり会社及び認定まちづくり協議会の活動

に対する支援を行う。 

まちづくり推進

課 

新 

★ 

食のまち・八戸推進事

業 

⚫ 地域食資源のブランド化と発信力強化により、食

のまち・八戸の魅力を一層強化し、観光誘客効果を

高め、地域経済の活性化を図る。 

観光課 

新 

★ 

種差海岸魅力向上事業 ⚫ 種差海岸の魅力向上を図るため、みちのく潮風ト

レイルの認知度向上や観光客の受入れ環境の充実

を図る。 

観光課 

 

八戸都市圏交流プラザ

運営事業 

⚫ 八戸都市圏交流プラザ「８base」の管理運営を行

う。 

⚫ 八戸圏域及び「８base」の認知度向上やファンの創

出・拡大を図るための各種イベントを実施する。 

⚫ 各種媒体の活用や八戸圏域の食材を活用した食事

の提供、地場産品の販売により八戸圏域の魅力を

PRする。 

観光課 

 

VISIT はちのへ活動支

援事業 

⚫ 八戸圏域版 DMO「VISITはちのへ」が取り組む各種

事業に対し、補助金を交付する。 

観光課 

 

物産販売促進事業 ⚫ 地場産品を活用した料理・食文化普及活動や食に

関するイベントの開催に対し、補助金を交付する。 

観光課 

 

はちのへフェア in 羽

田空港 

⚫ 羽田空港で、物販イベント、ステージイベントなど

を実施し、食・体験を通して八戸の持つ魅力を発信

するプロモーションを展開する。 

観光課 

新 持続可能な観光地形成

事業 

⚫ 日本版持続可能な観光ガイドライン(JSTS-D)に沿

った取組を進め、世界基準に即した持続可能な観

光地の形成を図る。 

観光課 

新 観光による経済活性化

事業 

⚫ 観光施策を安定的かつ継続的に推進するための財

源確保策として、宿泊税の導入の可否や制度設計

の方向性を検討するための検討会を設置する。 

観光課 
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 事業名 取組概要 担当課 

 

★ 

グリーンツーリズム推

進事業 

⚫ 観光農園振興事業補助金を交付する。 

⚫ 三八地方農業観光振興協議会に参画し、関係自治

体と連携を図りながら、農家民泊の受入れを促進

する。 

食の流通・ブラ

ンド推進室 

 

世界遺産 PR事業 ⚫ 縄文遺跡群世界遺産本部方針に従い、集中的に全

国各地で PRを実施し、史跡・世界遺産としての価

値の伝達や魅力向上を図る。 

是川縄文館 

 

２ 中心市街地賑わい創出プロジェクト 

 事業名 取組概要 担当課 

 

★ 

JR八戸線利活用事業 ⚫ JR 八戸線の沿線自治体と連携し、沿線住民のマイ

レール意識の醸成や観光客等の誘客による利用促

進を図る。 

政策推進課 

 

★ 

十三日町・十六日町地

区再整備支援事業 

⚫ 再開発を実施する民間事業者に対して、当該事業の

施行に伴い必要となる公共的空間の整備等の費用

に対し、補助金を交付する。 

まちづくり推進

課 

新 

★ 

中心市街地活性化協

議会運営事業 

⚫ 中心市街地における空き店舗対策の実施などに取

り組む協議会の運営に対し、補助金を交付する。 

まちづくり推進

課 

新 

★ 

中心市街地人流分析

活用事業 

⚫ 中心市街地活性化に係る政策立案や効果検証を推

進するとともに、民間による創業や出店、イベント

開催に繋げるため、歩行者通行量データの測定や公

表体制を構築する。 

まちづくり推進

課 

 

本八戸駅通り地区整

備事業 

⚫ 都市計画道路の一部供用開始後に市道本八戸駅通

線を、歩行者優先のコミュニティ道路として再整備

する。 

⚫ 歴史的資源への回遊性向上や良好な街なみの形成

を図るため、生活道路の美装化に取り組む。 

⚫ まちづくり協定の区域内における建物の修景等の

取組に対し、補助金を交付する。 

まちづくり推進

課 

 

★ 

中心街ストリートデ

ザイン事業 

⚫ 三日町・十三日町の街路をひと中心の空間へ転換す

ることを目指し、具体的な整備内容と空間利活用方

法について街路再整備方針として策定する。 

⚫ マチニワナイトマーケットの開催により、空間活用

を実践するとともに、日常の賑わいを創出する。 

まちづくり推進

課 
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 事業名 取組概要 担当課 
 

中心市街地商業等活

性化事業 

⚫ はちのへホコテンの主催団体である株式会社まち

づくり八戸に対し、運営費の補助を行う。 

まちづくり推進

課 
 

中心商店街空き店舗・

空き床解消補助事業 

⚫ 中心市街地の空き店舗・空き床等を活用して出店す

る者に対して、必要な改装工事の費用の一部を支援

することで、中心市街地での創業や出店を促進し、

空き店舗・空き床率の改善を図る。 

まちづくり推進

課 

 

★ 

マチニワイベント支

援事業 

⚫ 街の賑わい創出と地域経済の活性化を図るため、マ

チニワで市内の複数事業者が共同で飲食や物販を

含むイベントを開催する場合に、施設使用料の一部

または全額を減免する。 

八戸ポータル 

ミュージアム 

 

旧柏崎小学校跡地広

場整備事業 

⚫ 市民や観光客が憩える場所の創出及び八戸三社大

祭の振興と伝承のため、当該地に公園機能を備えた

広場を整備する。 

観光課 

 

★ 

無電柱化推進事業 ⚫ 中心市街地における一層の無電柱化やバリアフリ

ー化を進めるとともに、緊急輸送道路及び景観重点

地区における無電柱化を推進する。 

道路建設課 

 

都市計画道路３･５･

１号沼館三日町線整

備促進事業 

⚫ ３・５・１号沼館三日町線の整備促進を要望し、事

業主体である県に対して事業費の一部を負担する。 

道路建設課 

新 

★ 

本八戸駅地区バリア

フリー化推進事業 

⚫ 公共交通の拠点である本八戸駅周辺地区において

「バリアフリー基本構想」を策定し、利便性の向上

及び安全性の確保を図る。 

都市政策課 

新 三八城公園下地区総

合整備事業 

⚫ 中心市街地の文化施設やスポーツ施設への回遊

性向上や暮らしやすく居心地の良い市街地の形

成を図るため、生活道路の整備や美装化を推進す

る。 

⚫ 災害時避難の安全性や消防活動の確保を図るた

め、狭あい道路の拡幅整備を推進する。 

⚫ 三八城公園下地区の都市計画道路３・４・９城下

中居林線及び都市計画道路３・４・２０売市烏沢

線について、事業認可に向けた取組を行う。 

都市政策課 
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３ スポーツ・文化が有する力を活かしたまちの魅力創出プロジェクト 

 事業名 取組概要 担当課 

 

★ 

文化事業と商業機能

との連携事業 

⚫ 文化施設が提供するプログラムを通した交流人口

の増加を図り、中心商店街へ回遊する仕掛けに取り

組むなど、商業を始めとした地域経済の活性化に資

する取組を推進する。 

文化創造推進課 

新 

★ 

(仮称)本のまち宣言、

八戸ブックセンター

開設 10 周年記念イベ

ント事業 

⚫ 八戸ブックセンターの開設 10 周年を迎えるにあた

り、「(仮称)本のまち宣言」の実施や記念イベント

を開催し、「本のまち八戸」の知名度向上、地域活

性化を図る。 

文化創造推進課 

 

はちのへアート広場

事業 

⚫ 文化芸術に携わる個人・団体や、文化芸術に様々な

思い・関心を持った人達が、自主的に参加でき、緩

やかに連携・協働していくことを目指すアートプラ

ットフォーム「はちのへアート広場」を開催する。 

文化創造推進課 

 

★ 

文化芸術推進事業 ⚫ 文化・芸術に触れる機会の創出を図るため、小中高

生を対象に、芸術文化に関連した企画事業の開催や

本を読む、書くことに関する企画を実施する。 

  

文化創造推進課 

 

★ 

新体育館整備事業 ⚫ 新八戸市体育館の建て替えに向けた検討を行う。 スポーツ振興課 

拡 

★ 

八戸スポーツコミッ

ション支援事業 

⚫ 地域プロスポーツチームの観戦促進による地域活

性化を図るため、スポーツ合宿補助金やホームゲー

ム無料シャトルバスの運行等を実施する。 

スポーツ振興課 

 

青の煌めきあおもり

国スポ・障スポ大会事

業 

⚫ 第 80 回国民スポーツ大会及び第 25 回全国障害者

スポーツ大会開催に係る運営を行う。 

国スポ・障スポ

推進室 

 

八戸市美術館運営事

業 

⚫ 美術館のビジョンである「種を蒔き、人を育み、100

年後の八戸を創造する美術館 ～出会いと学びの

アートファーム～」を体現するため、展覧会やプロ

ジェクトを通じた「アートの学び」の機会提供を図

る。 

美術館 

 

★ 

アートファーマープ

ロジェクト 

⚫ アーティストと共に行う様々なプロジェクトのほ

か、建築ツアーガイド、広報部、ものづくり部など、

こどもも対象としたプロジェクトを行う。 

美術館 

 

スピードスケート国

際大会誘致事業 

⚫ 国際大会の誘致を進めることで、市民意識の高揚、

地元への経済効果の拡大を図る。 

長根屋内スケー

ト場 
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 事業名 取組概要 担当課 

 

★ 

国重要文化財櫛引八

幡宮本殿ほか４棟保

存修理事業(有形文化

財保存・活用事業) 

⚫ 櫛引八幡宮が実施する保存修理事業(本殿・旧拝殿・

南門等の耐震診断及び修理工事)に対して市補助金

交付等の支援を行う。 

社会教育課 

 

世界遺産 PR 事業＜再

掲＞ 

⚫ 縄文遺跡群世界遺産本部方針に従い、集中的に全国

各地で PR を実施し、史跡・世界遺産としての価値

の伝達や魅力向上を図る。 

是川縄文館 

 

★ 

縄文の里整備事業 ⚫ 市民の文化的向上や世界文化の進歩に貢献すると

ともに、誇りや愛着が感じられる郷土づくりに繋げ

るため、史跡是川石器時代遺跡を史跡公園として整

備する。 

是川縄文館 

新 

★ 

八戸市博物館展示等

リニューアル事業 

⚫ 当市の歴史と文化を伝え、誰もが使いやすく安心安

全な博物館を目指し、施設改修を含めた展示リニュ

ーアルを実施する。 

博物館 
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【新】…新規事業 【拡】…拡充事業 【★】…市長政策公約対応事業 

 

【戦略４】次代へつなぐ持続可能な社会の実現 

１ 未来を見据えたグリーン社会推進プロジェクト 

 事業名 取組概要 担当課 

新 

★ 

GX・次世代エネルギー

導入推進プロジェク

ト検討事業＜再掲＞ 

⚫ 2050 年カーボンニュートラルの達成と地域経済の

持続的な成長の両立を図るため、(仮称)八戸市 GX・

次世代エネルギー導入推進ビジョンに基づいたプ

ロジェクト及びその推進体制を検討する。 

商工課 

新 島守コミュニティセン

ターLED化事業 

⚫ 島守コミュニティセンターの照明設備を LED 化す

る。 

南郷事務所 

 

エネルギーシステム転

換支援事業＜再掲＞ 

⚫ 環境負荷が少ないエネルギーシステムに転換して

二酸化炭素の排出を抑制する事業者に対し、補助金

を交付する。 

産業労政課 

 

★ 

地球温暖化対策理解促

進事業 

環境に配慮した事業に取り組む企業を視察する見学

会や出前講座、省エネルギーセミナー等の市

民や中小企業向け普及啓発イベントを開催

する。 

環境政策課 

 

★ 

地域脱炭素推進事業 ⚫ 市内の住宅に設置する太陽光発電設備及び蓄電池

の導入、及び市内の事業所における省エネ診断の受

診に要する費用の一部を補助する。 

⚫ 市内で再生可能エネルギーを促進する共生区域の

設定に向け、区域を検討する会議を開催する。 

環境政策課 

 

★ 

ゼロカーボンオフィス

推進事業 

⚫ 温室効果ガス排出量及びエネルギー費用を削減す

るため、公共施設の照明の LED化や公共施設等への

太陽光発電設備導入等により、温室効果ガス排出量

削減を図る。 

環境政策課 

 

海洋ごみ回収事業 ⚫ 海岸漂着物、入網ごみ等を回収し、処分を行う。 環境政策課 

新 循環型社会形成推進事

業  

⚫ 事業系ごみの削減や食品ロスの削減を図るため、セ

ミナー等の実施による意識啓発を図る。 

⚫ プラスチックリサイクル体制の構築を図る。 

⚫  

環境政策課 

 

学校施設の LED化事業 小・中学校の照明設備を LED化する。 教育総務課 
 

是川縄文館照明設備

LED化事業 

⚫ 是川縄文館の照明設備を LED化する。 是川縄文館 
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２ 持続可能な公共交通形成プロジェクト 

 事業名 取組概要 担当課 

拡 

★ 

八戸圏域地域公共交通

計画推進事業 

⚫ 広域路線バス上限運賃施策を継続して実施する。 

⚫ 八戸圏域 MaaS を推進し、圏域の一体的な公共交通

マネジメントを展開する。 

⚫ バスマップや八戸駅線リーフレットを作成し、八戸

圏域地域公共交通の利便性向上を図る。 

政策推進課 

 

★ 

コミュニティ交通支援

事業 

⚫ 交通空白地地域において、地域住民の足を確保する

ため、地域資源を活用した自家用有償旅客運送を導

入し、運行補助を行う。 

政策推進課 

拡 

★ 

バス路線維持対策補助

事業 

⚫ 複数市町村をまたがるバス路線(南部バス・十鉄バ

スの計９路線)の路線維持を図るため、国・県・沿

線自治体との協調補助による支援を実施する。 

政策推進課 

新 

★ 

地域交通確保事業 ⚫ 路線バス事業者で運行が困難になった路線につい

て、自家用有償旅客運送、乗合タクシーの運行委託

等により路線の維持を図る。 

政策推進課 

新 

★ 

バス利用促進事業(中

学生ファーストバスチ

ケット) 

⚫ 市内中学生が夏休み期間中に８乗車利用できる回

数券を配布する。 

交通部 

拡 

★ 

バス利用促進事業(親

子で探検１日乗車券) 

⚫ 小学生及びその保護者が、全ての土日祝日と春・夏・

冬休み、またえんぶりの期間中に利用できる 1日乗

車券を販売する。 

交通部 

拡 

★ 

バス利用促進事業(バ

ス１日無料運行) 

⚫ 市内バス路線の１日無料運行を実施する。 交通部 

 

市営バス運転手確保対

策事業 

⚫ バス運転手の継続的な確保を図るため、大型二種免

許未取得者に対する免許取得費用の助成及び貸付

を行う。 

交通部 
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【新】…新規事業 【拡】…拡充事業 【★】…市長政策公約対応事業 

 

【戦略５】安全安心で人にやさしいまちづくりの推進 

１ 災害・危機に強い安全な地域づくり推進プロジェクト 

 事業名 取組概要 担当課 

拡 

★ 

津波避難施設の整備

等事業 

⚫ 津波発生時の迅速かつ円滑な避難の確保を図るた

め、津波避難施設の整備事業の進捗管理を行う。 

危機管理課 

新 防災行政無線更新事

業 

⚫ 災害避難情報の確実な伝達による迅速かつ円滑な避

難行動を促進するため、防災行政無線の更新を行う。 

危機管理課 

新

★ 

津波避難施設の整備

等事業(津波避難タ

ワー整備事業) 

⚫ 八戸市津波避難施設の整備等に関する基本方針に基

づき、下長地区において津波避難タワーの整備を進

める。 

災害対策課 

 避難所運営体制の整

備事業 

⚫ 津波避難ビルへの運営資機材の整備や、必要な施設

への IoT 避難所キーボックスを設置するなど、迅速

かつ確実に避難できる体制を確立する。 

災害対策課 

 総合防災訓練の実施 ⚫ 大規模災害発生時に応急対策及び津波や建物火災か

らの避難行動を迅速かつ円滑に実施するため、防災

訓練による防災体制の強化、地域住民の防災意識の

高揚を図る。 

災害対策課 

 

自主防災組織育成事

業 

⚫ 自主防災組織の活動に要する経費を支援することに

より、住民の防災意識が向上を図る。 

災害対策課 

 

自主防災組織リーダ

ー育成事業 

⚫ 自主防災組織リーダー研修会や地域の防災リーダー

である自主防災会や防災士を対象とした研修会等を

開催する。  

⚫ 地域防災力向上の担い手となる防災士を養成するた

め、資格取得に要する費用を補助する。 

災害対策課 

 

★ 

災害用備蓄物資の充

実事業 

⚫ 大規模災害に備え、発災直後の被災者の避難生活に

必要な食料・飲料水や生活必需品等の物資を確保す

るため、公的備蓄の充実を図る。 

災害対策課 

新 

★ 

鳥獣被害防止総合対

策事業 

⚫ 農作物及び人的被害の未然防止を図るため、鳥獣被

害対策実施隊への捕獲活動支援や、電気柵の設置補

助等を実施するとともに、鳥獣に関する情報発信強

化を図る。 

畜産林政課 

新 

★ 

災害拠点病院浸水対

策施設整備事業 

⚫ 災害拠点病院における浸水対策に万全を期すことに

より、災害時においても必要な医療提供体制を確保

するため、浸水対策事業に要する費用を補助する。 

保健総務課 
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新 

★ 

特殊詐欺等未然防止

啓発事業 

⚫ 特殊詐欺等の被害を防ぐため、警察と連携した出前

講座の実施やデジタルサイネージ等の活用など、広

く全市民を対象とした啓発活動を実施する。 

くらし交通安全

課 

新 

★ 

津波避難施設の整備

等事業(津波避難路

等の整備事業) 

⚫ 八戸市津波避難施設の整備等に関する基本方針に基

づき、津波避難路等の整備を行う。 

道路建設課 

 

市道冠水被害対策事

業 

⚫ 道路の冠水対策工事を行い、災害リスクを低減させ、

安全安心な市街地の形成を図る。 

道路維持課 

 

交通安全施設整備事

業 

⚫ 老朽化による破損が著しい通学路の歩道補修工事を

実施するなど、通学路の安全対策を推進する。 

道路維持課 

新 三八城公園下地区総

合整備事業＜再掲＞ 

⚫ 中心市街地の文化施設やスポーツ施設への回遊性

向上や暮らしやすく居心地の良い市街地の形成を

図るため、生活道路の整備や美装化を推進する。 

⚫ 災害時避難の安全性や消防活動の確保を図るため、

狭あい道路の拡幅整備を推進する。 

⚫ 三八城公園下地区の都市計画道路３・４・９城下中

居林線及び都市計画道路３・４・２０売市烏沢線に

ついて、事業認可に向けた取組を行う。 

都市政策課 

 

２ 誰一人取り残さない温かい社会づくり推進プロジェクト 

 事業名 取組概要 担当課 
 

重層的支援体制整備

事業 

⚫ 複合的な課題を持つ相談者等に対し、包括的に相談

を受け止め、支援関係機関が連携して支援する体制

を整備する。 

福祉政策課 

 

★ 

介護予防センター運

営事業 

⚫ 介護予防センター運営事業の周知を実施する。 

⚫ 介護予防(認知症予防・フレイル予防)事業、認知症

支援事業等を実施する。 

⚫ 介護予防を通じて、生きがいづくりや仲間づくり、

社会参加につなげる。 

高齢福祉課 

 

介護予防・日常生活支

援総合事業 

⚫ 介護予防訪問介護相当サービス、訪問型サービス A

を提供する。 

⚫ 介護予防通所介護相当サービス、通所型サービス A、

通所型サービス Cを提供する。 

⚫ 訪問型サービス A において、生活援助サービスを提

供する訪問支援員を養成する。 

高齢福祉課 
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 事業名 取組概要 担当課 

 

★ 

在宅医療・介護連携推

進事業 

⚫ 医療と介護の両方を必要とする高齢者が自分らしい

暮らしを人生の最後まで続けられるよう、研修会の

開催や在宅医療介護連携 ICT ツールの活用を通じた

切れ目のない在宅介護の提供体制の構築を推進す

る。 

高齢福祉課 

 

認知症サポーター養

成・活動促進事業 

⚫ 認知症に対する正しい知識の普及啓発のため認知症

サポーター養成講座を開催する。 

⚫ 認知症サポーターが、認知症の人やその家族のニー

ズに合わせ活動できるよう支援する。 

高齢福祉課 

 

地域包括支援センタ

ー運営事業 

⚫ 市内 12 圏域に委託型地域包括支援センター(高齢者

支援センター)を設置する。 

⚫ 各高齢者支援センターにおいて介護予防支援事業

や、包括的支援事業を実施する。 

高齢福祉課 

 

★ 

介護業務の革新・業務

効率化事業 

⚫ 介護従事者の負担が軽減されるよう、介護ロボット

や ICT機器の導入を促進する。 

⚫ モデル事業所による講義を行う。 

介護保険課 

 

介護支援専門員資格

取得・定着支援事業 

⚫ 介護支援専門員が減少する要因の一つである研修費

用について支援を行い、人材の確保・定着を図る。 

介護保険課 

 

外国人介護人材受入

施設等環境整備事業 

⚫ 外国人介護人材を受け入れる施設に対して、コミュ

ニケーションを促進する取組や生活支援に要する経

費を補助し、負担の軽減を図る。 

介護保険課 

 

介護の仕事理解促進

事業 

⚫ 中学校、高等学校で出前講座を実施し、介護職のイ

メージアップを図る。 

⚫ PR 冊子や市 HP を活用し、介護人材の確保や定着の

支援を行う。 

介護保険課 

 

介護テクノロジー導

入支援・ICT化推進事

業 

⚫ 障がい福祉現場の職員の負担軽減や環境改善のた

め、障がい福祉サービス事業者等に対し、介護ロボ

ットや ICT機器等の導入経費の一部を補助する。 

障がい福祉課 

拡 

★ 

健康はちのへ 21 ポイ

ントアプリ事業 

⚫ 健康アプリの利用促進を図り、市民が楽しく健康づ

くりを行うきっかけづくりを提供する。 

⚫ 健康アプリの通知機能を利用し、健康増進計画の普

及啓発を行う。 

健康づくり推進

課 
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 事業名 取組概要 担当課 

新 

★ 

健康教育事業 ⚫ 市民の健康教養の向上を図るため、QOL 検診や健康

づくり講座等を身近に受けられる環境づくりを推進

する。 

健康づくり推進

課 

新 

★ 

健康意識啓発事業 ⚫ 健康教室や健康測定事業を通じて、市民が自らの健

康に向き合う機会とし、健康に関する正しい知識の

もと健康づくりを実践することで、生活習慣病によ

る死亡率の低下や健康寿命の延伸を図る。 

健康づくり推進

課 

 

がん患者医療用補整

具購入費助成事業 

⚫ がん患者の医療用補整具購入費の一部を助成し、経

済的・心理的な負担軽減を図る。 

健康づくり推進

課 
 

総合的ながん対策事

業 

⚫ 専門的ながん医療の提供や地域のがん診療の連携協

力体制の構築に取り組むとともに、がん患者に関す

る相談支援及び情報提供を行う。 

市民病院 
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【新】…新規事業 【拡】…拡充事業 【★】…市長政策公約対応事業 

 

【戦略６】未来を創るこどもファーストの推進 

１ 未来を拓くこども育みプロジェクト 

 事業名 取組概要 担当課 

 

★ 

マチナカまるっと１

日体験事業 (５館連

携)＜再掲＞ 

⚫ 市中心街の公共施設において、こども(中高生)が普

段の業務を体験したり、自ら企画や実施に携わった

りする機会を創出することで、地元施設を知る、仕

事を体験する、活用方法を考えるきっかけとし、地

元への愛着醸成につなげる。 

若者活躍応援課 

八戸ポータル 

ミュージアム 

文化創造推進課 

美術館 

長根屋内スケー

ト場 

図書館  

 

★ 

文化芸術推進事業＜

再掲＞ 

⚫ 文化・芸術に触れる機会の創出を図るため、小中高

生を対象に、芸術文化に関連した企画事業の開催や

本を読む、書くことに関する企画を実施する。 

文化創造推進課 

美術館 

 

★ 

アートファーマープ

ロジェクト＜再掲＞ 

⚫ アーティストと共に行う様々なプロジェクトのほ

か、建築ツアーガイド、広報部、ものづくり部など、

こどもも対象としたプロジェクトを行う。 

美術館 

 

★ 

キッズパークイベン

ト開催経費 

⚫ エアー遊具やニュースポーツエリアなどのこども

向けのイベントを開催し、施設の魅力を体感できる

機会を創出する。 

長根屋内スケー

ト場 

 

★ 

乳幼児木育等推進事

業 

⚫ 木の玩具と親しむことなど、人と木・森と関わりを

経て豊かな心を育む「木育」を目的に、乳児及び特

定教育・保育施設等に県産材の積み木を配付する。 

畜産林政課 

 

★ 

八戸圏域ファームス

テイ事業 

⚫ 市内中学生・高校生を対象に夏休み期間に農業体験

ホームステイを実施し、参加費用の一部を補助す

る。 

食の流通・ブラ

ンド推進室 
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 事業名 取組概要 担当課 

拡 

★ 

こどもの声を聴く機

会創出事業 

⚫ こどもの意見を市政に反映することを目的とした

「こどもモニター制度」を運用し、モニター100名

程度(小学５年生～高校３年生)に対し、市こども施

策に関するアンケート調査を年数回実施する。 

⚫ 学校以外の新たな居場所として創設した「こどもま

ちなか IT 部」において、部員(中高生)が八戸の魅

力に関する記事づくりを行い、こどものためのホー

ムページの充実を図るとともに、新たに SNSを活用

した情報発信に取り組む。また、こどもの居場所マ

ップや、こどもの声を聴くための交流フォームを運

用する。 

こども未来課 

 

★ 

こどもの国大型複合

遊具設置事業 

⚫ こどもの国において、こどもの多様なニーズに対応

するため、インクルーシブの考えを取り入れた大型

複合遊具を整備する。 

公園緑地課 

 

★ 

市民で賑わう公園魅

力向上事業 

⚫ 「市民で賑わっているから、こども一人で遊びに行

かせられる公園」にするため、樹木管理計画の策定

や、包括管理委託等による日常管理の充実、公園施

設の充実と計画的な公園整備を一体的に行い公園

の魅力向上を図る。 

公園緑地課 

新 

★ 

とりの木沢公園 Park-

PFI 賑わい拠点整備事

業 

⚫ 白山台地区にある未整備近隣公園である「とりの木

沢公園」について、民間事業者が経営する店舗等を

設置しながら公園整備を行う Park-PFI を導入し、

民間ノウハウや資金を活用した整備を進める。 

公園緑地課 

 

★ 

小・中学校スポーツ・

文化芸術活動支援事

業 

 
 

⚫ 市立中学校に部活動指導員を配置し、指導体制の充

実及び質的向上を図る。 

⚫ 市立小・中学校のスポーツ・文化芸術活動に関わる

外部指導者に対し、傷害保険料の支援を行う。 

⚫ 地域スポーツ・文化芸術活動検討協議会を開催す

る。 

学校教育課 

 

★ 

広域的体験学習支援

事業 

⚫ 八戸圏域連携中枢都市圏内の小学生が、文化・スポ

ーツ等の公共施設を利用した体験活動を行う際の

バス借上料及び施設入場料(使用料)を負担する。 

⚫ 八戸圏域連携中枢都市圏内の中学生が、企業訪問等

の社会体験活動を行う際のバス借上料を負担する。 

教育指導課 
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 事業名 取組概要 担当課 

新 

★ 

STEAM教材開発事業 ⚫ 自ら課題を発見し、考え、他の人と協働して解決す

る力や地域への誇りと愛着の醸成を育むため、「海

洋 STEAM教材」をはじめとする地域の教育資源を活

用した学習を推進する。 

教育指導課 

 

★ 

学校図書館支援事業 ⚫ 市立全小・中学校に学校司書を派遣し、学校図書館

の活用と環境整備を促進する。 

教育指導課 

 

★ 

幼保小連携推進事業 ⚫ 入学予定幼児の保護者向けパンフレット「わくわく

いっぱいいちねんせい」を配布する。 

⚫ 幼稚園・保育所(園)・認定こども園・小学校の各代

表による代表者会議、幼保小連携研修会の開催やオ

ープンスクール、幼児児童の交流活動を実施する。 

⚫ 架け橋期(５歳児～小１)の教育をより一層充実さ

せるために「幼保小の架け橋プログラム」を策定す

る。 

教育指導課 

 

★ 

青少年海外派遣交流

事業 

⚫ 海外の児童生徒を受け入れ、ホームステイや学校交

流を行う。 

教育指導課 

拡 

★ 

児童科学館改修事業 ⚫ 展示エリアの全面改修を実施する。 総合教育センタ

ー 

 

★ 

GIGA スクール構想推

進事業 

⚫ １人１台端末(GIGA ネットワークを含む)の円滑な

運用を推進する。 

⚫ １人１台端末の活用を中心とした児童生徒の情報

活用能力の育成に取り組むとともに、教員の ICT活

用指導力の向上を図るための校内研修や研修講座

を開催する。 

総合教育センタ

ー 

 

★ 

国際理解教育・英語教

育推進事業 

⚫ ALT(外国語指導助手)が、小・中学校における外国

語の授業や国際理解教育にかかる授業等を補助す

る。 

総合教育センタ

ー 

 

★ 

特別支援教育アシス

ト事業 

⚫ 様々な障がいを持つ子どもや個別の支援が必要な

子どもがいる学校に対して、特別支援アシスタント

を配置し、きめ細かな支援による学校生活への適応

を図る。 

こども支援セン

ター 

 

★ 

教育相談・適応指導教

室事業 

⚫ 児童生徒、保護者からの不登校や子育てに関する教

育相談に対応する。 

⚫ 不登校状態にある児童生徒に対し、個別支援や不登

校支援活動「タムタム」への寄り添い支援やチャレ

ンジ教室「はばたき」への寄り添い通室を実施する。 

こども支援セン

ター 
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 事業名 取組概要 担当課 

 

★ 

特別支援教育推進事

業 

⚫ 小学校･中学校からの依頼に対し、主任指導主事等

及び学校体制支援アドバイザー、専門指導員による

巡回相談を実施し、支援方法や支援体制に関わる指

導助言を行う。 

⚫ 幼稚園・保育所・認定こども園からの依頼に対し、

幼児教育アドバイザー及び幼児相談員による巡回

相談を実施し、支援方法や支援体制に関わる指導助

言を行う。 

⚫ 子育てやこどもの発達、就学に関わる保護者の相談

に対応する。 

こども支援セン

ター 

新 

★ 

八戸市博物館展示等

リニューアル事業＜

再掲＞ 

⚫ 当市の歴史と文化を伝え、誰もが使いやすく安心安

全な博物館を目指し、施設改修を含めた展示リニュ

ーアルを実施する。 

博物館 

 

  ２ みんなで子育て応援プロジェクト 

 事業名 取組概要 担当課 

 

★ 

市政情報発信力の強

化事業 

⚫ インターネット環境がない人へ配慮し、インターネ

ット環境が不要なテレビの dボタンの活用や、広報

紙をスマートフォン等で閲覧でき、多言語翻訳や読

み上げ機能等があるアプリの活用により、誰一人取

り残さず、情報を届ける仕組みを構築する。 

⚫ 複数の媒体で情報発信する「メディアミックス」と、

情報を補完しながら別のメディアへ誘導する「クロ

スメディア」を促進する。 

広報統計課 

新 

★ 

障害児等療育支援事

業 

⚫ 在宅障がい児等及び保護者に対し、訪問又は外来に

より、療育相談・指導を行う。 

⚫ 障害児通所支援事業所及び保育所等の職員に対し、

療育に関する技術の指導を行う。 

障がい福祉課 

 

★ 

医療的ケア児等総合

支援事業 

⚫ 医療的ケア児とその家族を支援するため、保健・医

療・障害福祉・保育・教育等の関係機関等が連携を

図るための協議の場を設けるとともに、医療的ケア

児等に関するコーディネーターを配置する。 

障がい福祉課 

 

★ 

乳児等通園支援事業

(こども誰でも通園制

度) 

⚫ 全てのこどもの育ちを応援し、こどもの良質な成育

環境を整備するとともに、全ての子育て家庭に対し

て、保護者の就労要件に関わらず、月一定時間利用

できる通園制度事業を実施する。 

こども未来課 
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 事業名 取組概要 担当課 

 

★ 

つどいの広場事業 ⚫ 「こどもはっち」を開設することで、就学前の乳幼

児及びその保護者が気軽に集い、様々な遊びや体験

を通じて交流を図る場所を提供する。 

⚫ 子育ての相談、情報提供等の援助を行い、子育てへ

の孤立感、負担感の緩和を図り、安心して子育てを

できる環境を整備する。 

⚫ 子育てに関わる個人・団体の多様な活動と交流の拠

点として、中心市街地の賑わいの創出を図る。 

こども未来課 

 

★ 

医療的ケア児保育支

援事業 

⚫ 医療的ケア児の保育所等への受入体制を整備する。 

⚫ 医療的ケア児を受け入れる保育所等が、支援のため

の看護師を配置する費用等に対して、補助金を交付

する。 

こども未来課 

 

★ 

保育施設等整備事業 ⚫ 児童の安全な保育環境の確保、良質かつ効果的な教

育及び保育の実施のため、就学前教育・保育施設の

整備等に要する費用に対し、補助金を交付する。 

こども未来課 

 

★ 

赤ちゃんお出かけ応

援事業 

⚫ 授乳・おむつ交換用テントの貸出及び授乳・おむつ

交換スペースの確保、おむつ用ごみ箱やこども用補

助便座の設置を進めることで、公共施設における、

授乳・おむつ交換等に関する環境を改善し、赤ちゃ

ん連れの家族等が利用しやすい環境を整え、外出に

対する負担軽減を図るとともに、こども・子育てに

やさしい社会づくりに対する市民・民間企業等への

意識啓発を図る。 

こども未来課 

 

★ 

軽・中程度障がい児保

育事業 

⚫ 障がい児の受入体制を整え、健常児とともに集団保

育を実施する認定こども園・保育所(園)について、

障がい児保育を担当する職員の配置費用に対し、補

助金を交付する。 

こども未来課 

 

★ 

病児・病後児保育事業

(病児保育ネット予約

サービス事業) 

⚫ スマートフォンなどを利用して病児・病後児保育の

予約やキャンセルを行うためのシステム運営経費

について、病児・病後児保育事業実施施設に対し補

助金を交付する。 

こども未来課 

拡 

★ 

第２子以降の保育料

無償化事業 

⚫ ０歳から２歳児クラスの保護者が扶養している第

２子以降の子どもの保育料について、保護者の収入

や第１子の年齢を問わず、無償化を実施する。 

こども未来課 
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 事業名 取組概要 担当課 

 

★ 

保育士修学資金貸付

金事業 

⚫ 保育士の確保を図るため、保育士養成施設に在学し

ており、将来市内の保育所等において保育士として

業務に従事しようとする者に対し、奨学金を貸与す

る。 

こども未来課 

新 

★ 

保育施設等物価高騰

対策支援事業 

⚫ 物価高騰の影響を受けている保育施設等に対し支

援金を給付することにより、運営事業者の負担を軽

減し、安定した事業運営を図る。 

こども未来課 

新 

★ 

子ども・子育て支援窓

口等 BPR推進事業 

⚫ 子育て世代の市民と直接接する場となる子ども・子

育て支援窓口の品質向上・充実のため、窓口業務の

BPO化を実施する。 

こども未来課 

子育て支援課 

 

★ 

放課後児童健全育成

事業 

⚫ 放課後児童クラブの適正な配置に向け、クラブの新

規開設や移転に係る支援及び調整を図る。 

⚫ 放課後児童クラブに対し、クラブの運営や環境整備

に係る委託料を支給する。 

⚫ 放課後児童支援員の処遇改善を実施し、支援員の定

着や新たな人材の確保を図る。 

子育て支援課 

 

★ 

子育て情報配信事業 ⚫ 子育て情報 LINE 配信及び子育て支援アプリを運用

し、子育て世代に必要な情報を効果的に提供する。 

子育て支援課 

 

★ 

子ども医療費助成事

業 

⚫ こどもの健康保持・増進と子育て世帯の経済的負担

軽減のため、未就学児から高校生等までの通院・入

院の医療費に対する保険診療分の助成を実施する。 

子育て支援課 

 

★ 

ファミリーサポート

センター事業 

⚫ 育児などの手助けを受けたい人(依頼会員)と手助

けしたい人(提供会員)が会員として登録し、会員同

士で相互援助活動を行う。 

子育て支援課 

 

★ 

こどもの居場所等支

援事業 

⚫ こどもの居場所の継続的な運営と新規開設への支

援を行う。 

⚫ こどもの居場所づくりコーディネーターを配置し、

地域における居場所づくり支援体制の強化を図る。 

子育て支援課 

新 

★ 

放課後児童クラブ物

価高騰対策支援事業 

⚫ エネルギーや食料品価格等の物価高騰の影響を受

ける市内放課後児童クラブの負担を軽減すること

で、安定した事業運営を図る。 

子育て支援課 

新 

★ 

児童館賃金上昇対策

支援金交付事業 

⚫ 児童館職員の賃金引上げに対応するため支援金を

交付し、児童館の安定した事業運営を図る。 

子育て支援課 
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 事業名 取組概要 担当課 

拡 

★ 

親子関係形成支援事

業 

⚫ 親子の関係性や発達に応じたこどもとの関わり等

の知識や方法を身に着けるための講義等のトレー

ニングのほか、保護者同士が情報交換できる場を提

供し、親子間における適切な関係性の構築を図る。 

こども家庭相談

室 

 

★ 

こども家庭センター

事業 

⚫ 児童福祉機能として、八戸市内のこどもとその家族

及び妊産婦等を対象に、その福祉に関し必要な支援

に係る業務全般を行い、要支援児童若しくは要保護

児童及びその家庭または特定妊婦等への支援業務

の強化を図る。 

⚫ 母子保健機能との一体的な運営を通じて、切れ目な

い支援を実施する。 

こども家庭相談

室 

すくすく親子健

康課 

 

★ 

母子家庭等対策総合

支援事業(親子交流支

援事業) 

⚫ 適切な親子交流がこどもの健やかな育ちを確保す

る上で有意義であることから、親が別居や離婚した

後も引き続きこどもが両親のどちらとも関わるこ

とができるよう、継続的な親子交流の支援を行う。 

こども家庭相談

室 

新 

★ 

母子生活支援施設物

価高騰対策支援金 

⚫ 物価高騰の影響を受ける母子生活支援施設に対し

支援金を交付し、物価高騰下における事業の継続を

支援する。 

こども家庭相談

室 

新 

★ 

子育て相談 AI チャッ

トボット事業 

⚫ 24時間対応の子育て相談 AIチャットボットの導入

に向けた実証実験を行う。 

こども未来課 

すくすく親子健

康課 

情報政策課 

拡 

★ 

母子健康診査事業 ⚫ 乳児期の健診等による更なる健康管理を図るため、

新生児聴覚検査費用を助成する。 

⚫ 乳児一般委託健康診査及び精密検査を自己負担な

く受けられるよう受診票を４回分交付する。 

⚫ 乳児股関節脱臼検診の自己負担分を全額助成する。 

⚫ こどもの特性を早期に発見し、特性に合わせた支援

につなげ、安心して就学に備えるため、５歳児健康

診査モデル事業を実施する。 

すくすく親子健

康課 

新 

★ 

育児ヘルパー事業 ⚫ 安心して子育てができる環境づくりのため、妊産婦

や子育て家庭にヘルパーを派遣し、家事や育児の支

援を行う環境づくりを推進する。 

すくすく親子健

康課 

こども家庭相談

室 

 

★ 

小児慢性特定疾病通

院費助成事業 

⚫ 県内外の専門的で高度な治療や検査を受けるため

の通院に係る交通費を助成する。 

すくすく親子健

康課 
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 事業名 取組概要 担当課 

 

★ 

健康教育事業(母子) ⚫ 子育てや健康等に関する正しい知識の普及啓発を

図るため「子育て出前講座」を実施する。 

すくすく親子健

康課 

 

★ 

妊産婦アクセス支援

事業 

⚫ 妊産婦の状態に応じ、妊婦健診や分娩時、児の面会

に係る交通費及び宿泊費の一部を助成し、経済的負

担の軽減を図る。 

すくすく親子健

康課 

 

★ 

小・中学校整備事業 ⚫ 学校施設の経年劣化箇所の修繕及び利便性向上の

ための営繕を行う。 

⚫ 学校のトイレについて洋式化を主とした全面改修

を行い、学校衛生環境の改善及び児童生徒の心理的

不安の解消を図る。 

教育総務課 

継 

★ 

八戸市奨学金制度 ⚫ 市出身の優秀な学生及び生徒で、経済的理由により

修学困難な者に対して就学に必要な資金の貸与ま

たは給付を行う。 

学校教育課 

 

★ 

新学校給食センター

整備事業 

⚫ 北地区及び東地区給食センターの老朽化に伴う新

給食センターの建て替えに向けて事業者選定を行

う。 

学校教育課 

 

★ 

学校給食費無償化事

業 

⚫ 児童生徒に係る学校給食費の保護者負担分を市が

負担し無償化を行う。 

学校教育課 

 

★ 

学校給食食材費高騰

対策支援事業 

⚫ 物価高騰下において、給食用食材費の高騰分を市が

補填した上で、学校給食費を無償化することによ

り、学校給食の質の維持を図る。 

学校教育課 

 

★  

コミュニティ・スクー

ル推進事業 

⚫ 各学校または中学校区に学校運営協議会を設置し、

学校・地域のよさや課題、目標を共有し課題解決を

図る。 

⚫ コーディネーターを地域学校協働活動推進員とし

て委嘱し、学校・地域・家庭が連携・協働する活動

の連絡調整を行う。 

⚫ コーディネーター連絡協議会を実施し、各地の好事

例を共有するとともに、コーディネーター同士のネ

ットワークを構築する。 
 

教育指導課 

拡 

★ 

校内教育支援センタ

ー支援員配置事業 

⚫ 校内教育支援センターを拠点として、日常的に不登

校から学校復帰する段階にある児童生徒や不登校

の兆候が見られる児童生徒に対する学習支援及び

専門家と連携した相談支援を実施する。 

教育指導課 
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【新】…新規事業 【拡】…拡充事業 【★】…市長政策公約対応事業 

 

【戦略７】多様な人々が活躍できる共生社会の実現 

１ 誰もが活躍できる地域社会づくり推進プロジェクト 

 事業名 取組概要 担当課 

拡 

★ 

八戸市まちの魅力創

生ネットワーク会議

運営事業＜再掲＞ 

⚫ 若者や女性にとって魅力あるまちの実現に向け、八

戸市まちの魅力創生ネットワーク会議の円滑な運

営を図る。 

⚫ 会議メンバーがプレーヤーとなり事業立案から事

業の実証を行う。 

若者活躍応援課 

 

★ 

多文化共生推進事業 ⚫ 八戸市多文化共生推進プランに基づき、多言語翻訳

システム、外国人住民への緊急情報発信や日本語講

座の実施等の生活支援に取り組み、地域における異

文化理解の促進を図り、外国人が安心して暮らせる

環境づくりを図る。 

市民連携推進課 

新 

★ 

(仮称)外国人交流サ

ロン 

⚫ 多文化共生の推進に資するテーマについて、多様な

視点から意見やアイディアについて話し合い、地域

に住む日本人住民と外国人住民の相互理解の促進

と外国人住民の声を市政に反映する。 

市民連携推進課 

 

若者マチナカ会議運

営事業＜再掲＞ 

⚫ 若者のまちづくりへの参画意識の醸成とネットワ

ーク構築及び市長との対話促進のため、若者マチナ

カ会議を実施する。 

若者活躍応援課 

 

LGBT等理解促進事業 ⚫ LGBT などの性的マイノリティについて、市民や職

員を対象とした研修会等を通じて、性的指向や性自

認に関する理解促進と意識啓発を図る。 

市民連携推進課 

 

女性チャレンジ講座

開催事業 

⚫ ビジネススキル習得による人材育成及び参加者同

士のネットワーク構築を目的とした講座を開催す

る。 

市民連携推進課 

 

★ 

中小企業振興条例助

成金交付事業＜再掲

＞ 

⚫ 中小企業者や中小企業団体が実施する高度化事業

や共同施設設置事業、働きやすい職場環境整備事業

に対する助成を行う。 

⚫ 経営課題と社会経済課題の解決に総合的に取り

組む企業に対して助成を行う。 

商工課 
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 事業名 取組概要 担当課 
 

老人クラブ活動支援

事業 

⚫ 市内の老人クラブの活動を支援するため、運営費の

一部に対し、補助金を交付する。 

⚫ 老人クラブの育成や活性化を図るため、老人クラブ

連合会の運営費の一部に対し、補助金を交付する。 

⚫ 老人クラブにおける社会奉仕活動の促進及びクラ

ブ会員の加入促進のための取組を支援する。 

高齢福祉課 

 

高齢者生きがいと健

康づくり推進事業 

⚫ 三世代交流事業として、昔っ子遊び、もちつき会、

しめ飾り作り等を開催する。 

⚫ 高齢者の生きがいと健康づくりを目的としたニュ

ースポーツ講座、シニアいきいき講座を開催する。 

⚫ 引きこもりがちな高齢者を対象として、ほっとサロ

ンを開催するほか、サロンリーダー養成研修会を開

催する。 

高齢福祉課 

 

外国人介護人材受入

施設等環境整備事業

＜再掲＞ 

⚫ 外国人介護人材を受け入れる施設に対して、コミュ

ニケーションを促進する取組や生活支援に要する

経費を補助し、負担の軽減を図る。 

介護保険課 

 

障がい者就労支援事

業 

⚫ 障がい者就労支援関係団体による情報共有のため

の会議を開催するとともに、障がい者の就労につい

ての理解を深めるための研修会を開催する。 

⚫ 障がい者雇用(予定)企業や就労継続支援サービス

事業所の関係者、さらには市民等を対象として、障

がい者就労サポーター養成講座を開催する。 

障がい福祉課 

 

２ 学びを通じた生涯活躍推進プロジェクト 

 事業名 取組概要 担当課 

拡 

★ 

八戸産学官連携推進

事業＜再掲＞ 

⚫ 産学官連携推進会議において、産学官が連携した事

業の検討や推進を図るとともに、中長期計画の進捗

管理を行う。  

政策推進課 

 

女性チャレンジ講座

開催事業＜再掲＞ 

⚫ ビジネススキル習得による人材育成及び参加者同

士のネットワーク構築を目的とした講座を開催す

る。 

市民連携推進課 
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 事業名 取組概要 担当課 

新 

★ 

八戸市スマホサポー

ター制度促進事業 

⚫ 育成講座や実地研修の受講・修了者を「八戸市スマ

ホサポーター」として認定する。 

⚫ 要請に応じスマホ教室や相談会へ八戸市スマホサ

ポーターの派遣を実施することにより、スマートフ

ォンの活用に不安を抱える市民に対し、身近な地域

の中で安心して相談・学習できる体制を整備する。 

情報政策課 

 

★ 

介護予防センター運

営事業＜再掲＞ 

⚫ 介護予防センター運営事業の周知を実施する。 

⚫ 介護予防(認知症予防・フレイル予防)事業、認知症

支援事業等を実施する。 

⚫ 介護予防を通じて、生きがいづくりや仲間づくり、

社会参加につなげる。 

高齢福祉課 

 

★ 

鷗盟大学運営事業 ⚫ 60 歳以上の市民が入学できる２年制の大学を運営

し、専門科目を学習する機会を提供する。 

高齢福祉課 

新 

★ 

公民館講座 市民 IT

講習会 

⚫ 各地区公民館において、地域住民の情報活用能力向

上を目的にパソコンの基本操作やワード・エクセル

の使用方法、スマートフォンの操作などの講習会を

開催する。 

社会教育課 
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【新】…新規事業 【拡】…拡充事業 【★】…市長政策公約対応事業 

 

【戦略８】市民と共に創る市民目線の地域づくりの推進 

１ 市民力を活かした活力創出プロジェクト 

 事業名 取組概要 担当課 

拡 

★ 

八戸市まちの魅力創

生ネットワーク会議

運営事業＜再掲＞ 

⚫ 若者や女性にとって魅力あるまちの実現に向け、八

戸市まちの魅力創生ネットワーク会議の円滑な運

営を図る。 

⚫ 会議メンバーがプレーヤーとなり事業立案から事

業の実証を行う。 

若者活躍応援課 

拡 

★ 

八戸産学官連携推進

事業＜再掲＞ 

⚫ 産学官連携推進会議において、産学官が連携した事

業の検討や推進を図るとともに、中長期計画の進捗

管理を行う。  

政策推進課 

新 

★ 

(仮称)地域イベント

開催の手引き作成事

業 

⚫ 町内会等が主体となる地域イベント開催の手引き

を作成し、イベント開催に係る負担の軽減を図り、

地域の賑わいの創出による、地域コミュニティの活

性化を図る。 

市民連携推進課 

拡 

★ 

市長との公民館サロ

ン開催事業 

⚫ 住みやすい「市民目線のまちづくり」を目指し、地

域の現状を知り、地域課題や振興策について市長と

地域住民が気軽な雰囲気の中で対話をする「公民館

サロン」を開催する。 

市民連携推進課 

 

八戸市連合町内会活

動活性化交付金事業 

⚫ 町内の担い手育成等、地域課題の解決に主体的に取

り組む連合町内会を支援するため、交付金制度を実

施する。 

市民連携推進課 

 

協働のまちづくり職

員研修事業 

⚫ 職員の協働のまちづくりに対する理解促進と協働

の取組を浸透させるため、職員向けの研修を実施す

る。 

市民連携推進課 

 

若者マチナカ会議運

営事業＜再掲＞ 

⚫ 若者のまちづくりへの参画意識の醸成とネットワ

ーク構築及び市長との対話促進のため、若者マチナ

カ会議を実施する。 

若者活躍応援課 

 

「地域の底力」実践プ

ロジェクト促進事業 

⚫ 地域の特色や人材、歴史、文化などの地域資源を活

用し、地域が課題解決や活性化に向けて主体的に取

り組む活動を支援する。 

市民連携推進課 

 

「元気な八戸づくり」

市民奨励金事業 

⚫ 市民主体のまちづくり活動の活性化を図るととも

に、重要な協働のパートナーでもある市民活動団体

等の行う公益性のあるまちづくり活動を支援する

ため、奨励金制度を実施する。 

市民連携推進課 
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 事業名 取組概要 担当課 
 

協働のまちづくり研

修会の開催事業 

⚫ 市民の協働のまちづくりへの積極的な参加を促進

するため、意識啓発や市民活動等の実践に役立つ研

修会を開催する。 

市民連携推進課 

 

連合町内会連絡協議

会連携事業 

⚫ 町内会の活性化を図るため、八戸市連合町内会連絡

協議会と連携し、町内会加入促進や地域リーダーを

担う人材の確保に係る取組を実施する。 

市民連携推進課 

 

２ 暮らしやすい住環境づくり推進プロジェクト 

 事業名 取組概要 担当課 

 

★ 

新井田白銀線歩道整備

事業 

⚫ 新井田白銀線の拡幅改良(歩道設置)工事を実施す

る。 

道路建設課 

 

★ 

無電柱化推進事業＜再

掲＞ 

⚫ 中心市街地における一層の無電柱化やバリアフリ

ー化を進めるとともに、緊急輸送道路及び景観重

点地区における無電柱化を推進する。 

道路建設課 

 

★ 

主要幹線舗装補修事業 ⚫ 車両の通行が特に多く舗装の損傷が著しい幹線道

路の補修を行う。 

道路維持課 

 

★ 

橋りょう長寿命化事業 ⚫ 市道の橋りょうについて、長期的な視点により効

果的・効率的な管理に取り組む。 

⚫ 維持更新コストの最小化・平準化を図りながら、計

画的な修繕を行う。 

道路維持課 

新 

★ 

本八戸駅地区バリアフ

リー化推進事業＜再掲

＞ 

⚫ 公共交通の拠点である本八戸駅周辺地区において

「バリアフリー基本構想」を策定し、利便性の向上

及び安全性の確保を図る。 

都市政策課 

 

★ 

八戸駅前広場整備事業 ⚫ 「八戸駅前東口広場整備基本計画」に基づき、施設

の改修と合わせた安全性や利便性の向上、また、公

共交通計画との連携により拠点機能の向上を目指

した整備を行う。 

都市政策課 

 

★ 

空き家活用・住みかえ

支援事業 

⚫ 空き家の実態を把握し、データベース構築や空き

家ポータルサイトの運営、空き家の利活用の促進

に関する PRを行う。 

⚫ 空き家の流通促進ならびに危険空き家の解体を促

進するため、各種補助金を交付する。 

⚫ 「はちのへ空き家解消ネットワーク」を通じた官

民連携体制による空き家の解消及び利活用の促進

を図る。  

都市政策課 
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 事業名 取組概要 担当課 

 

★ 

空き家等管理対策事業 ⚫ 管理不全な空き家や危険な空き家等について、空

家法等の関係法令に基づき措置を講じて適正な管

理を促進する。 

⚫ セミナーや広報物の配布等により、空き家の適切

な管理に関する情報や制度を普及啓発する。 

⚫ 八戸圏域連携中枢都市圏構成町村と空き家対策に

関する合同研修会を開催し、空き家対策事務に関

する情報共有等を行う。  

都市政策課 

新 三八城公園下地区総合

整備事業＜再掲＞ 

⚫ 中心市街地の文化施設やスポーツ施設への回遊性

向上や暮らしやすく居心地の良い市街地の形成を

図るため、生活道路の整備や美装化を推進する。 

⚫ 災害時避難の安全性や消防活動の確保を図るた

め、狭あい道路の拡幅整備を推進する。 

⚫ 三八城公園下地区の都市計画道路３・４・９城下中

居林線及び都市計画道路３・４・２０売市烏沢線に

ついて、事業認可に向けた取組を行う。 

都市政策課 

 

★ 

八戸駅西土地区画整理

事業 

⚫ 北奥羽地域の玄関口に相応しい都市基盤施設の整

備と宅地の利用増進を図る。 

駅西区画整理事

業所 
 

公園施設長寿命化事業 ⚫ 「八戸市公園施設長寿命化計画」に基づき、公園施

設の改築・修繕を行う。 

公園緑地課 

新 

★ 

とりの木沢公園 Park-

PFI 賑わい拠点整備事

業＜再掲＞ 

⚫ 白山台地区にある未整備近隣公園である「とりの

木沢公園」について、民間事業者が経営する店舗等

を設置しながら公園整備を行う Park-PFI を導入

し、民間ノウハウや資金を活用した整備を進める。 

公園緑地課 
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【新】…新規事業 【拡】…拡充事業 【★】…市長政策公約対応事業 

 

【戦略９】連携と業務改革の推進による自治体ガバナンスの強化 

１ 行政サービスの質の向上プロジェクト 

 事業名 取組概要 担当課 

拡 

★ 

八戸圏域地域公共交通

計画推進事業＜再掲＞ 

⚫ 広域路線バス上限運賃施策を継続して実施する。 

⚫ 八戸圏域 MaaS を推進し、圏域の一体的な公共交

通マネジメントを展開する。 

⚫ バスマップや八戸駅線リーフレットを作成し、八

戸圏域地域公共交通の利便性向上を図る。 

政策推進課 

 

はちとまネットワーク

推進事業 

⚫ 苫小牧市との密接な連携と協力により、観光やス

ポーツ、物流・貿易、文化の分野における連携事

業を推進する。 

政策推進課 

 

連携中枢都市圏推進事

業 

⚫ 八戸圏域全体の一体的な発展を目指し、８市町村

が連携して第２期八戸圏域連携中枢都市圏ビジ

ョンに基づく取組を推進する。 

政策推進課 

 

三圏域連携推進事業 ⚫ 八戸・久慈・二戸の三圏域全体の振興を図るため、

北緯 40°ナニャトヤラ連邦会議における各種連

携事業を推進する。 

政策推進課 

 

★ 

市政情報発信力の強化

事業＜再掲＞ 

⚫ インターネット環境がない人へ配慮し、インター

ネット環境が不要なテレビの dボタンの活用や、

広報紙をスマートフォン等で閲覧でき、多言語翻

訳や読み上げ機能等があるアプリの活用により、

誰一人取り残さず、情報を届ける仕組みを構築す

る。 

⚫ 複数の媒体で情報発信する「メディアミックス」

と、情報を補完しながら別のメディアへ誘導する

「クロスメディア」を促進する。 

広報統計課 

 

行政組織活性化事業 ⚫ 市長室ダイアログの実施等により行政組織を活

性化させる取組を進めることで、市民サービスの

質の向上を図る。 

⚫ 職員エンゲージメント調査を行い、エンゲージメ

ント向上に向けた施策を行う。 

人事課 

 

★ 

八戸市窓口業務改革プ

ロジェクト 

⚫ 書かない・待たない・行かない窓口サービスの導

入や、申請手続きのデジタル化等により、住民利

便性と業務効率化を図る。 

情報政策課 
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 事業名 取組概要 担当課 

新 

★ 

(仮称)ハチノヘ DX ラボ

推進事業＜再掲＞ 

⚫ 若者・学生・企業人材の連携によりデジタル人材

を育成し、人材交流、起業促進を図ることにより、

地域課題解決に繋がる新たなイノベーションを

創出する。 

情報政策課 

新 

★ 

AI・DX 人材育成＋AI プ

ラットフォーム構築事

業 

⚫ 市民や市職員を対象とした生成 AI のより積極的

な活用に特化した研修会を実施する。 

⚫ 市役所内に安全に AIを活用できる環境を整備し、

市職員の AI 活用スキルの向上や庁内業務の効率

化を図る。 

情報政策課 

 

はちのへ電子図書館推

進事業 

⚫ 利用者の利便性向上や図書館運営の効率化のた

め、電子図書館サービスを推進する。 

図書館 

 

２ 経営感覚を持った行財政改革推進プロジェクト 

 事業名 取組概要 担当課 

 

★ 

官民連携推進事業 ⚫ 企業版ふるさと納税制度を活用した歳入の確保

を図る。 

政策推進課 

 

★ 

ふるさと寄附金 PR 事業

＜再掲＞ 

⚫ ふるさと納税制度を活用し、八戸の魅力の PR 及

び財源確保を図る。 

広報統計課 

新 

★ 

事務事業の総合的な見

直しプロジェクト 

⚫ 限られた経営資源を有効活用し、より効果的・効

率的な事業を実施するため、事業の有効性等を分

析し、事業の見直しを図るとともに、歳入や公共

施設の適正管理を推進する。 

行政管理課 

新 

★ 

中心街施設等における

効果的管理手法検討事

業 

⚫ 公共施設マネジメントの推進に係る基本方針に

基づく取組を推進するため、施設の維持管理経費

の削減に向けた効率的な管理手法を検討する。 

行政管理課 

新 

★ 

未利用市有地等利活用

事業 

⚫ 当市が所有する財産のうち未利用のものについ

て、適正な活用及び処分を進め、歳入確保、公有

財産の適切な管理を推進する。 

行政管理課 

 

★ 

民間企業との交流事業 ⚫ 市職員が民間企業の有する経営感覚やスキルを

学ぶことにより、まちづくりに関する企画立案能

力の向上を図る。 

人事課 

 

ICT 活用による業務効率

化推進事業 

⚫ 庁内の定型業務を対象に RPA(ロボティクス・プ

ロセス・オートメーション)の開発・導入を推進

する。 

情報政策課 
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 事業名 取組概要 担当課 
 

入札・契約制度適正化推

進事業 

⚫ 八戸市公契約条例に基づき、公契約制度の周知・

広報やアンケート調査を行うとともに、建設業団

体との意見交換会の開催や総合評価落札方式を

実施する。 

契約検査課 

 

教育の情報化推進事業 ⚫ 校務用コンピュータ、保護者との連絡ツール、教

育情報ネットワークシステムを整備し、教員の業

務負担軽減を図る。 

総合教育センタ

ー 
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